
公益財団法人下関市文化振興財団定款 

 

第１章 総則 

 （名称） 

第１条 この法人は、公益財団法人下関市文化振興財団と称する。 

 （事務所） 

第２条 この法人は、主たる事務所を山口県下関市竹崎町四丁目５番１号に置く。 

 

第２章 目的及び事業 

 （目的） 

第３条 この法人は、下関市における文化芸術及び生涯学習の振興を図り、市民の自主的

かつ創造的な文化活動及び生涯学習活動を支援促進し、心豊かな生活の向上に寄与する

ことを目的とする。 

（事業） 

第４条 この法人は前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

 ⑴ 文化芸術及び生涯学習の振興に寄与する公演、講座及び展示等 

⑵ 文化芸術及び生涯学習活動の支援促進、育成及び助成 

⑶ 文化芸術及び生涯学習の交流活動、普及及び情報発信 

⑷ 文化芸術及び生涯学習に資する調査研究並びに資料の調達・収集 

⑸ 文化芸術及び生涯学習の拠点施設の管理運営 

⑹ その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

２ 前項の事業については、下関市及びその周辺において行うものとする。 

 

第３章 資産及び会計 

（基本財産） 

第５条 この法人の目的である事業を行うために不可欠な別表第１の財産は、この法人の

基本財産とする。 

２ 基本財産は、この法人の目的を達成するために善良な管理者の注意をもって管理しな

ければならず、基本財産の一部を処分しようとするとき及び基本財産から除外しようと

するときは、あらかじめ理事会及び評議員会の承認を要する。 

（事業年度） 

第６条 この法人の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

（事業計画及び収支予算） 

第７条 この法人の事業計画書、収支予算書、資金調達及び設備投資の見込みを記載した

書類については、毎事業年度開始の日の前日までに、理事長が作成し、理事会の承認を

受けなければならない。これを変更する場合も同様とする。 



２ 前項の書類については、主たる事務所に、当該事業年度が終了するまでの間、備え置

き、一般の閲覧に供するものとする。 

（事業報告及び決算） 

第８条 この法人の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、理事長が次の書類

を作成し、監事の監査を受けた上で理事会の承認を受けなければならない。 

 ⑴ 事業報告 

 ⑵ 事業報告の附属明細書 

 ⑶ 貸借対照表 

 ⑷ 損益計算書（正味財産増減計算書） 

 ⑸ 貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の附属明細書 

 ⑹ 財産目録 

２ 前項の承認を受けた書類のうち、第１号、第３号、第４号、及び第６号の書類につい

ては、定時評議会に提出し、第１号の書類についてはその内容を報告し、その他の書類

については承認を受けなければならない。 

３ 第１項の書類のほか、次の書類を主たる事務所に５年間備え置き、一般の閲覧に供す

るとともに、定款を主たる事務所に備え置き、一般の閲覧に供するものとする。 

 ⑴ 監査報告 

 ⑵ 理事及び監事並びに評議員の名簿 

 ⑶ 理事及び監事並びに評議員の報酬等の支給の基準を記載した書類 

 ⑷ 運営組織及び事業活動の状況の概要及びこれらに関する数値のうち重要なものを記

載した書類 

（公益目的取得財産残額の算定） 

第９条 理事長は、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律施行規則第４８

条の規定に基づき、毎事業年度、当該事業年度の末日における公益目的取得財産残額を

算定し、前条第３項第４号の書類に記載するものとする。 

 

第４章 評議員 

（評議員の定数） 

第１０条 この法人に評議員３名以上５名以内を置く。 

（評議員の選任及び解任） 

第１１条 評議員の選任及び解任は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第１７

９条から１９５条の規定に従い、評議員会において行う。 

２ 評議員を選任する場合には、次の各号の要件をいずれも満たさなければならない。 

 ⑴ 各評議員について、次のイからヘに該当する評議員の合計数が評議員の総数の３分

の１を超えないものであること。 

  イ 当該評議員及びその配偶者又は３親等内の親族 

  ロ 当該評議員と婚姻の届け出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者 



  ハ 当該評議員の使用人 

  ニ ロ又はハに掲げる者以外の者であって、当該評議員から受ける金銭その他の財産

によって生計を維持しているもの 

  ホ ハ又はニに掲げる者の配偶者 

  ヘ ロからニまでに掲げる者の３親等内の親族であって、これらの者と生計を一にす

るもの 

 ⑵ 他の同一の団体（公益法人を除く。）の次のイからニに該当する評議員の合計数が

評議員の総数の３分の１を超えないものであること。 

  イ 理事 

  ロ 使用人 

  ハ 当該地の同一の団体の理事以外の役員（法人でない団体で代表者又は管理人の定

めのあるものにあっては、その代表者又は管理人）又は業務を執行する社員である

者 

  ニ 次に掲げる団体においてその職員（国会議員及び地方公共団体の議会の議員を除

く。）である者 

   ① 国の機関 

   ② 地方公共団体 

   ③ 独立行政法人通則法第２条第１項に規定する独立行政法人 

   ④ 国立大学法人法第２条第１項に規定する国立大学法人又は同条第３項に規定す

る大学共同利用機関法人 

   ⑤ 地方独立行政法人法第２条第１項に規定する地方独立行政法人 

   ⑥ 特殊法人（特別の法律により特別の設立行為をもって設立された法人であって、

総務省設置法第４条第１５号の規定の適用を受けるものをいう。）又は認可法人

（特別の法律により設立され、かつ、その設立に関し行政官庁の認可を要する法

人をいう。） 

（評議員の任期） 

第１２条 評議員の任期は、選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関す

る定時評議員会の終結の時までとする。 

２ 任期満了前に退任した評議員の補欠として選任された評議員の任期は、退任した評議

員の任期の満了する時までとする。 

３ 評議員は、第１０条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了または辞任によ

り退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお評議員としての権利義務を

有する。 

（評議員の報酬等） 

第１３条 評議員に対して各年度の総額が２００，０００円を超えない範囲で、評議員会

において別に定める報酬等の支給の基準に従って算定した額を、報酬として支給するこ

とができる。 



 

第５章 評議員会 

（構成） 

第１４条 評議員会は、全ての評議員をもって構成する。 

２ 評議員会の議長は、その評議員会において、出席した評議員のうちから選出する。 

（権限） 

第１５条 評議員会は、次の事項について決議する。 

⑴ 理事及び監事の選任または解任 

⑵ 理事及び監事の報酬等の額 

⑶ 評議員に対する報酬等の支給の基準 

⑷ 貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の承認 

⑸ 定款の変更 

⑹ 残余財産の処分 

⑺ 基本財産の処分または除外の承認 

⑻ その他評議員会で決議するものとして法令又は定款で定められた事項 

（開催） 

第１６条 評議員会は、定時評議員会として毎年度５月に１回開催するほか、必要がある

場合に開催する。 

（召集） 

第１７条 評議員会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき理事

長が招集する。 

２ 評議員は、理事長に対し、評議員会の目的である事項及び招集の理由を示して、評議

員会の招集を請求することができる。 

（決議） 

第１８条 評議員会の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除く評議員

の過半数が出席し、その過半数をもって行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員

を除く評議員の３分の２以上に当たる多数をもって行わなければならない。 

 ⑴ 監事の解任 

 ⑵ 評議員に対する報酬等の支給の基準 

 ⑶ 定款の変更 

 ⑷ 基本財産の処分または除外の承認 

 ⑸ その他法令で定められた事項 

３ 理事または監事を選任する議案を決議するに際しては、各候補者ごとに第１項の決議

を行わなければならない。理事または監事の候補者の合計数が第２０条に定める定数を

上回る場合には、過半数の賛成を得た候補者の中から得票数の多い順に定数の枠に達す

るまでの者を選任することとする。 



（議事録） 

第１９条 評議員会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。 

２ 議事録には、議長のほか、出席した評議員のうちからその評議員会において選任され

た１名以上の議事録署名人が記名押印しなければならない。 

 

第６章 役員 

（役員の設置） 

第２０条 この法人に、次の役員を置く。 

 ⑴ 理事３名以上８名以内 

 ⑵ 監事２名以内 

２ 理事のうち１名を理事長、１名を常務理事とする。 

３ 前項の理事長をもって一般社団法人及び一般財団法人に関する法律上の代表理事とし、

常務理事をもって同法第９１条第１項第２号の業務執行理事とする。 

（役員の選任） 

第２１条 理事及び監事は、評議員会の決議によって選任する。 

２ 理事長及び常務理事は、理事会の決議によって理事の中から選定する。 

（理事の職務及び権限） 

第２２条 理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるところにより、職務を執

行する。 

２ 理事長は、法令及びこの定款で定めるところにより、この法人を代表し、その業務を

執行し、常務理事は、理事会において別に定めるところにより、この法人の業務を分担

執行する。 

３ 理事長及び常務理事は、毎事業年度に４箇月を超える間隔で２回以上、自己の職務の

執行の状況を理事会に報告しなければならない。 

（監事の職務及び権限） 

第２３条 監事は、理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を

作成する。 

２ 監事は、いつでも理事及び使用人に対して事業の報告を求め、この法人の業務及び財

産の状況を調査することができる。 

（役員の任期） 

第２４条 理事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する

定時評議員会の終結の時までとする。 

２ 監事の任期は、選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時評

議員会の終結の時までとする。 

３ 補欠として選任された理事または監事の任期は、前任者の任期の満了する時までとす

る。 

４ 理事または監事は、第２０条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了または



辞任により退任した後も新たに選任された者が就任するまで、なお理事または監事とし

ての権利義務を有する。 

（役員の解任） 

第２５条 理事または監事が、次のいずれかに該当するときは、評議員会の決議によって

解任することができる。 

 ⑴ 職務上の義務に違反し、または職務を怠ったとき 

 ⑵ 心身の故障のため、職務の執行に支障があり、またこれに堪えないとき 

（役員の報酬等） 

第２６条 理事及び監事に対して、評議員会において別に定める総額の範囲内で、評議員

会において別に定める報酬等の支給の基準に従って算定した額を、報酬等として支給す

ることができる。 

（名誉顧問） 

第２７条 この法人に、名誉顧問を置くことができる。 

２ 名誉顧問は理事会から諮問された事項について助言し、協力するものとする。 

３ 名誉顧問の選任及び解任等については、理事会において決議する。 

 

第７章 理事会 

（構成） 

第２８条 理事会は、全ての理事をもって構成する。 

２ 理事会の議長は、理事長がこれに当たる。 

（権限） 

第２９条 理事会は、次の職務を行う 

 ⑴ この法人の業務執行の決定 

 ⑵ 理事の職務の執行の監督 

 ⑶ 理事長及び常務理事の選定及び解職 

（召集） 

第３０条 理事会は理事長が招集する。 

２ 理事長が欠けたとき、または理事長に事故があるときは、各理事が理事会を招集する。 

（決議） 

第３１条 理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半

数が出席し、その過半数をもって行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第１９７条に

おいて準用する同法第９６条の要件を満たしたときは、理事会の決議があったものとみ

なす。 

（議事録） 

第３２条 理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。 

２ 議事録署名人は、その理事会に出席した理事長及び監事とし、議事録に記名押印しな



ければならない。 

 

第８章 協議会 

（設置） 

第３３条 この法人に文化事業協議会（以下｢協議会｣という）を置く。 

２ 協議会は文化事業の企画・実施について協議し、理事長に意見を述べることができる。 

３ 協議会は、委員をもって構成する。 

（委員） 

第３４条 協議会に委員２０人以内を置く。 

２ 委員は、理事長が委嘱する。 

３ 委員は、評議員及び役員を兼ねることができない。 

（運営） 

第３５条 協議会の運営について必要な事項は、理事長が別に定める。 

 

第９章 定款の変更および解散 

（定款の変更） 

第３６条 この定款は、評議員会の決議によって変更することができる。 

２ 前項の規定は、この定款の第３条及び第４条及び第１１条についても適用する。 

（解散） 

第３７条 この法人は、基本財産の滅失によるこの法人の目的である事業の成功の不能そ

の他の法令で定められた事由によって解散する。 

（公益認定の取り消し等に伴う贈与） 

第３８条 この法人が公益認定の取り消しの処分を受けた場合または合併により法人が消

滅する場合には、評議員会の決議を経て、公益目的取得財産残額に相当する額の財産を、

当該公益認定の取り消しの日または当該合併の日から１箇月以内に、公益社団法人及び

公益財団法人の認定等に関する法律第５条第１７号に掲げる法人または国もしくは地方

公共団体に贈与するものとする。 

（残余財産の帰属） 

第３９条 この法人が清算をする場合において有する残余財産は、評議員の決議を経て、

公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第１７号に掲げる法人また

は国もしくは地方公共団体に贈与するものとする。 

 

第１０章 公告の方法 

（公告の方法） 

第４０条 この法人の公告は主たる事務所の公衆の見やすい場所に掲示する方法により行

う。 

 



附則 

１ この定款は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益

財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第１０６条

第１項に定める公益法人の設立の登記の日から施行する。 

２ 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認

定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第１０６条第１項に定め

る特例民法法人の解散の登記と公益法人の設立の登記を行ったときは、第６条の規定に

関わらず、解散の登記の日の前日を事業年度の末日とし、設立の登記の日を事業年度の

開始日とする。 

３ この法人の最初の理事長は中野忠治とする。 

４ この法人の最初の評議員は、別表２のとおりとする。 

５ この法人の登記の日に就任する理事及び監事は別表３のとおりとする。 

 

別表第１ 基本財産（第５条関係） 

財産種別 金額等 

定期預金 １０，０００，０００円 

 

別表２ 公益財団法人移行後最初の評議員 

評議員 

國 重 敦 生 

中 野 新 治 

野 村 忠 司 

山 本    徹 

和 仁 晧 明 

 

別表３ 公益財団法人移行後最初の役員 

理事長 中 野 忠 治 

理 事 

上 田 拓 嗣 

櫻 木 晋 一 

冨 永 洋 一 

波佐間   清 

新 谷   惠 

監 事 
河 井 義 正 

中 村 文 昭 

 

附則 

この定款は、平成２５年６月１日から施行する。 

附則 

この定款は、平成２７年４月１日から施行する。 



役 職 名 氏 名
備 考

〔 所 属 団 体 役 職 名 〕
勤　務
形　態

1理 事 長 中 野 忠 治 下関市 （ 元下関市産業経済部理事 ） 常 勤

2常 務 理 事 上 田 拓 嗣 下 関 市 （ 元 下 関 市 財 政 部 部 次 長 ） 常 勤

3理 事 大 﨑 信 一 下 関 市 市 民 部 部 長 非常勤

4理 事 波 佐 間 清 下 関 市 教 育 長 非常勤

5理 事 櫻 木 晋 一 下 関 市 立 大 学 教 授 非常勤

6理 事 冨 永 洋 一
(株 )コ ミ ュ ニ テ ィ エ フ エ ム 下 関
代 表 取 締 役

非常勤

7監 事 井 上 浩 下 関 市 会 計 管 理 者 非常勤

8監 事 河 井 義 正 中 国 税 理 士 会 下 関 支 部 非常勤
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平成26年度事業報告書

1.地域の文化芸術の振興を図る事業

事業概要

市民会館を拠点として、文化芸術を鑑賞することや、文化活動に参加することなどを通

じて市民に文化芸術に触れる機会を提供するとともに、文化芸術活動を奨励、推進するた

め、共催、後援、広報等により側面からも支援し、文化芸術の振興に努めました。

( 1 )主催公演等

市民が文化芸術に触れる機会を提供し、心豊かな生活の向上に寄与するとともに市

民の自主的かっ創造的な文化活動を支援・促進するために音楽、古典芸能等様々なジャ

ンルの公演を開催しました。平成26年度は、 15事業47公演を開催しました。

ア.市民への鑑賞の機会の提供

下関市合併10周年記念として、中村紘子ピアノリサイタル、ポール・モーリア・

ラブ・サウンズ・コンサート、劇団東少ミュージカル「アルプスの少女ノ、イジJを開

催しました。

また、忍たま舌L太郎キャラクターショー、歌舞伎鑑賞入門公演 fきてみ~ね !THE

KABUKIJ、谷村新司コンサート、第 14田市民会館名画劇場、藤原歌劇団創立80

周年記念「藤原義江記念コンサ}トj、加羽沢美濃ドリームコンサート、「文楽への扉j

m下関、草野仁文化講演会、綾小路きみまろ「爆笑 I IスーパーライブJ、B'zコンサ

ート等を開催しました。

イ.青少年の育成のための文化事業

1.下関市内の小・中学校でのコンサートおよび演劇等の開催

下関市内の小・中学校15校を対象に、藤田車也「オベラ講座Jを始め「民話

芸術座』・「影絵劇団かしの樹J・「風の子九州J・「風の子東京J・「風の子中部J・「笑

う猫」・「青い烏ティアテイカル・カンパニーJによる演劇等、 Th幻'8室内楽、シ

ュルンマーリート演奏会等 15公演を開催しました。

II. ファミリーコンサートの開催

橋元才平翁記念ファミリーコンサートは今回 17回目を迎え、アニメ音楽の作曲

家田中公平さんと下関市民オーケストラによるコンサートを開催しました。

ゲストとして下関出身の作曲家和田蕪さん、山口県出身の歌手きただにひろしさ

んの他、人気声優の田中真弓さん、ファミリーソングシンガー山野さと子さんを

お迎えし、豪華なステージをお届けしました。ファミリーコンサートとしては、

新しいジャンルの公演であり、若い人達を中心に好評を博しました。

ウ より多くの人に芸術文化に触れる機会を提供するための地域公演

今年度は、地域公演として豊北地区小学校音楽祭では豊北生涯学習センターで

竹内典子マリンパ鑑賞会、豊浦地区小学校音楽祭では川棚小学校で松田まさ子ヴ

ァイオリン鑑賞会、下関市小中学校音楽祭では市民会館で藤田卓也独唱鑑賞会、

生涯学習プラザでThai'8室内楽鑑賞会を開催しました。その他、アブ、ニールにお

いて菊川町男女共同参画記念フォーラム記念コンサート「シュルンマーリートピ
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アノとアコーデイオンの二重奏Jを開催しました。また、下関市役所ロピーでは、

フレッシュサウンズピアノ演奏会、暁の星幼稚園園児によるクリスマス合唱、尺

八と等の演奏会等を開催しました。

(2)体験活動等

舞台芸術の魅力をより身近なものとするため、体験学習講座を4回開催しました《

今年度は、市内の中・高校の演劇部員約 70名を対象に、市民会館の舞台機構、照由

設備、音響設備について、財団の舞台技術専門職員による講義と実技指導を交えた演
劇jワークショップを実施しました。

また、市民会館大ホ」ルでの演奏を体験する「みんなのオン・ステージ2014J
を開催しました。

(3)特別文化交流事業

今年度は、朝鮮通信使行列再現事業を開催しました。

ア.朝鮮通信使行列再現

平成 26年8月 23日(土)釜山市民と下関市民約 220名による朝鮮通信使
行列再現事業を実絡しました。

馬関まつりの会場に合わせてパレードは、姉妹都市ひろばをスタートしカモンワ

ーフ、唐戸ドーム、海峡メッセ下関ブールパール通りを経て海峡ゆめ広場に到着
しました。

海峡ゆめ広場特設ステージではイ言書交換式が行われ、多くの市民の方および観

光旅行者にご覧いただくことで、 40.0年前の朝鮮通信使を大いにアピーノレする
ことができました。

イ.朝鮮通信使衣装および400年前のおもてなし料理の展示

平成 26年 8月 24日(日)日韓文化交流公演に合わせて下関市民会館 1階

ロビーにて、朝鮮通信使行列再現用の衣装及び「下関ご馳走一番Jと言われた

400年前のおもてなし料理を展示しました。

ウ.日韓文化交流公演の開催

平成 26年 8月24日(日) 14時から釜山市および下関市の文化団体による

文化交流公演を市民会館大ホールで開催しました。韓国側から国主釜山国楽院舞

踊園、南山ノロマダン、 HotPepper Pastaの約 50名が参加。また、下関市側か

ら海峡まとい太鼓、劇団 ZingTZingの約50名が参加して華やかなステージを繰
り広げました。

(4)施設貸与事業

当財団が主催公演において施設を利用するほかに、地域の中学校及び高等学校によ

る吹奏楽等の定期演奏会や文化協会を始めとする地域の文化活動団体による発表の場

として、施設を貸与することにより、地域の文化芸術の振興に寄与しました。また こ

れらの文化活動の活性化及び推進のため、財団が関係諸団体との共催・後援等の方法で

側面から支援するとともに、情報発信基地としての役割を果たすため、財団ホームベー

ジの充実をはじめ、毎月発行の情報誌「かるちゃあGU1 DEJ、新聞等メディア、タ

ウン情報誌、市報等により文化団体の活動状況を広く市民に紹介し、その活動の支霊も
行いました。
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(5)施設設備の管理運営、保全、有効利用

市民会館の施設の効率的な運用や地域住民の利便等を図る目的で、文化縮設を貸与

するとともに、自動販売機設置の利用料金の徴収、他団体チケット取扱い業務を行いま

した。また、管理運営を行う上で、市民会館の安全性のより一層の向上を図るため、舞

台設備・電気・空調・防災等の諸設備の修繕汲び有資格者による保守点検の実施、館内

外環境保全のため害虫駆除・空気環境測定・庭園の樹木の勢定・除草などを実施し万全

な維持管理に努めました。さらに、ホヲイエ等の貸館以外のスペースについても有効利

用を図り、文化援異に努めました。

2. ふるさとの文化芸術の普及振興に関する事業

事業概要

下関市立近代先入顕彰館は、博物館等の展示事業、資料の調査及び収集、ふるさと文化

事業、施設の貸与事業を実施することにより下関が生んだ文学者、音楽家、芸能関係の先

人の功績を顕彰するとともに芸術文化活動の啓発・普及・育成を促し、文化情報を発信し、

地域の文化芸術の振興に努めました。

( 1 )博物館等の展示

映厨女優「田中絹代Jを核とし、文学・芸能等においてすぐれた業績を遺した下関

とゆかりの深い先人たちに関する資料の公開展示を行い、市民の歴史や文化に対する

理解を深め地域の文化芸術の振興を図りました。

ア.ふるさと文学館

所蔵品展及びエントランスにおいて特別展を以下のとおり開催し、下関にゆかり

のある作家とその作品及び下関が描かれている作品の紹介を行いました。

[所蔵品展1
・春季所蔵品展「中本たか子J 4月 1 日 ~6 月 29 日

社会の歪みを問い続けた作家、中本たか子の波乱に満ちた生涯と作品を紹介

・夏季所蔵品展「赤江爆J 7 月 1 日 ~9 月 28 日
赤江湊が醸し出す、幽玄の世界の一端を紹介

-秋季所蔵品展「林芙美子J 9 月 30 日 ~l 2月27日

林芙美子の多くの作品の中から、当時の状況を色濃く伝えるものを紹介

・冬季所蔵品展「船戸与一J 1 月 6 日 ~3 月 29 日

自分の信念を貫く男の生き様を描いた船戸与ーの作品を紹介

[特別展1
・f下関市立近代先人顕彰館建物竣工90周年記念J展 2 月 3 日 ~2 月 23 日

[エントランス]

・「乙れ読んでみちゃらんワj コーナー 9 月 9 日 ~3 月 3 1日

・「絵画教室J作品発表展 1 月 6 日 ~2 月 1 日

イ.田中絹代記念館

田中絹代の遺品 1，000点及び膨大な写真・映画資料等により所蔵品展・企
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画展を以下のとおり開催し、田中絹代の功績を顕彰しまじた。

[所蔵品展]

季節に沿った遺品を紹介

.春季所蔵品展

・夏季所蔵品展

.秋季所蔵品展

・冬季所蔵品展

[企画展]

3 月 4 日 ~6 月 1 日

6 月 3 日 ~8月 3 1日

9月 2 日~ 11月 24日

1 ;1月 26 日 ~2月 22 日

日本映画史上に輝いた女優・問中絹代。女優として大成した彼女が、映画監督

として残した 6本の作品の解説の他、女性監督の草分けとして様々なエビジード

を紹介。また、島津保次郎監督にスポットを当て、絹代の演技を「開眼Jさせた

と言われる作品『春琴抄お琴と佐助』を紹介。

・「女優 問中絹代と映画監督@ー島津保次郎ー J 1 1 月 26 日 ~2月 22 日

(2)資料の調査及び収集

下関ゆかりの人物及び作品等の調査、資料の収集、寄託資料の収集保管、データ

ベースの充実を図るとともに展示紹介に努めました。

(3)ふるさと文化事業

田中絹代に関する作品の映像鑑賞と研究会、レコード鑑賞、ミニコンサート、講演会、

特別講座等を開催し、文化芸術に触れる機会を提供し、市民の文化活動の活性化に努

めました。

-回中絹代賞受賞者の作品と島津保次郎監督作品を中心とする

DVD上映会月 1回の 12回

・蓄音機で聴く昭和流行歌の歴史 月 1回の 12回

-田中絹代から映画を考える田中絹代ぶんか館勉強会 4講座

・児童・生徒を対象iとcた「作文教室」等の夏休み特別講座 4講座

・友の会の集い 「はじまりのみち上映会J

-田中絹代生誕記念公演 「講演と三味線演奏会J

-田中絹代ぶんか館開館記念公演 「講演とギター演奏会」

(4)施設の貸与事業

地域の文化団体等に文化活動の場として、また、会議や講座等の場として施設を貸与

することにより、さまざまな文化に触れ、知識や教養を深めることで地域文化芸術の振

興を図りました。

(5)施設設備の管理運営、保全、有効利用

館内の温湿度の調整や害虫駆除のための爆蒸を行い収蔵品及び展示資料等の保全管

理を適切に行うとともに、電気・空調・給排水・防災等各設備の保守点検の実施により

安全で快適な観覧環境の維持に努めました。文化財保護の観点から機械警備、監視装置

によるセキュリティーも含め建物の維持管理に努めました。また、施設の運営面におい

ても利用者や観覧者へのサービスの徹底を図り、満足していただけるように努めました。
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平成26年度公益財団法人下関市文化振興財団文化事業実施報告書

事業名 催物名 公演
公演目 会場 入場料 公演種目 入場者数

回数

主催公演等 ア、市民への鑑賞の機会の提供

下関市合併10周年記念中村紘子ピアノリサイタル 1回 羽田日(木) 大ホーノレ 高校大生人以3下，O010.0円00円 コンサート 813 

忍『おた残まし乱は太許郎しキまヲへャラんクでター~シJのョ段ー 2回 6月29日(日) 大ホーノレ 1，200円
キャラクター

613 ショー

1歌舞伎鑑賞畑公演きてみ~ね !THE臥 BU悶 1回 7月13日(日) 大ホーノレ 高校大生人以2.000円
下1，000円

歌舞伎 410 

下「ア関ル市プ合ス併の1少0周女年ハ記イジ愈J劇団東少ミユ}ジカル l回 8月3日(S) アプエール 高校一生般以1.0下005円00円 ミュージうかノレ 631 

S地H球IN劇E場TAN~IM10U0R年A後coのN君CにER聴TかTせOUたRい20歌14~ 1回 9月14日{日} 大ホール 8，640円 コンサート 1，020 

平第成142回6年市度民会恒館秀映名画薗鐙劇貰場推進事業 6回 9月22 日({火月) 
23日 ・祝J

大ホール 500円 映画 延ベ1，120

ポ下ー関ル市合・モ併-1H0ア周・年ラ記プ章・サウンズ・コンサート l回 10月8SC水) 大ホ-;レ 高校大生人以6.下000円
下見000円

コンサート 1.010 

藤原歌劇団創立80周年記章藤原義江記章コンサート 1回 12月3日(水) 大ホール 小中般学3生.0I0，5000 オペラ 764 

加羽沢美濃ドpームコンサートゲスト出演前田倫良 I回 12月四日(火・祝] 大ホール 高校大生人以2.0下005円00円 ピアノと朗読 713 

f文楽への扉Jin下関~人形捧瑠璃文宗務座~ 1回 2月1日{日) 中ホーJレ 無料 文楽 350 

下関文化講演会草野仁講演会 1回 2Jl8日(日) 大ホール 1，000円 講演会 681 

綾小路きみまる爆笑!!スーパーライブ I回 2月22日(日) 大ホール AS席席55，，5O0000円円 お笑い 1，414 

s'z SHOWCASE 2015 -下関有頂天NIGHT- 1回 3月9日(月) 大ホール 8.800円 コンサート 満席

主催盈演等 イ、青少年の育成のための文化事業

学唱E公演ーゾリステン・ドライエック「夢にむかつてj 1回 6月11日(水) 向井小 一部負担あり 音楽 271 

学校公演劇団民話芸術座「河童の苗J 1回 6月四日(水) 木吉E田訂1J1j中、 部負担あり 演劇
木屋川l中90
吉田小，23

学校公演藤田卓也 r;;-ベラ講座J 1回 9月25日(;1:) 菊川中 一部負担あり 音楽 243 

学「赤校い公ろ演うそーーく影と捨に劇ん団ぎよか/し走のれ樹メロスJ 2回 9月30日(火) 到言吉底Ea井eM小小、 一部負担あり 影絵 吉官蓋見僚井J小J小、21227 6 

学「ど校ん公ぷ演らこっ劇こ団風の子九州 1回 10月6臼(月〉
名池 l、

一部負担あり 演劇
名池小185

どんどこ亭J 王江小 主江小101

学校公演ー劇団笑う猫 fMUSICFROM AFRICAJ i回 10月14日0<) 文関'J、 部負担あり 音楽 503 

学校公憤 Thai's r室内楽J i回 10月19日(日) 吉見中 一部負担あり 音楽 108 

学「大校ど公ろ演ぼうーホ劇ッ団ヅェ青ンいプ島ロテッィアクテjイカルーカンハ.ニー 2回 10月四日(月} 豊浦小 一部負担あり 演劇 936 

学校公演，劇団風の子中部「かぶとやま大騒動J 2回 11月4日むた) 長府4、 一部負担あり 演劇 462 

学校公演ー由l団風の子東京 f陽気なハンスJ 2回 11月25S0<) 熊野小 一部負担あり 演劇 833 

学f風校の公子演あ 劇団風の子九州
そびやとっぴんしゃんJ

1回 2月17日0<) 楢時d、 一部負担あり 演劇 83 

i回橋元中公才平平翁wit記h下~関第市1民7回オフーァケミスリートラコンサート l回 3月15日(日) 大ホール 高校大生人以3下，O0109円00円 オーケストラ 1，015 
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事業名 催物名 公演 公演日 会場 入場料 公演種百 入場者数回数

主催公演等 歩、より多くの人々に芸術文化に触れる機会を提供するための地域公演

竹地内域典公演子・マ・下F関ンパ市豊コン北サ地ー区ト小学校音楽祭 1回 6月19日(木) 学豊習北セ生ンタ涯ー 無料 音楽 300 

栓地域固ま公さ演子“下グ関ァイ市オ豊目浦ン地コン区サ小ー学ト校音楽祭 1回 6月20日臼討 川棚，J、 無料 音楽 300 

地藤域田公卓演也ー狙下唱関市小学校音楽祭(旧市内) 4回 10月21日む{水た)} 
22日

市民会館 無料 音楽 4，350 

百地域d公s演室内下議関市中学校音楽祭 2回 10月23 町(鉛村
24日

生涯学習プラザ 無料 音楽 1，700 

地シZ犠U公レン演マー第リ2ー0固ト 菊ピア川ノ町K男7女2ー共デ同ィ参オ酉J箆の念ニフ盆ォ饗ーラム 毘念コンサート 1自 2月7s(二日 アプニール 無料 音楽 200 

コンサートhシティホール(ピアノ} 1回 7月22日(火) 市役所ロピー 無料 音楽 200 

コンサーHn、ンティホール(合唱) I回 12月16日(:k) 市役所ロピー 無料 音楽 180 

コンサートmシティホーノレ(尺八と事) 1回 3月四回(木) 市設所ロピー 無料 音楽 180 

体験活動等

来演8劇月ヲ白ー地ク区ショ予ッ選プ会に向けて当財団が指導するもの l回 7月2号日(月) 大ホール 年料 体験学習 70 

みλ〆よ白オン・ステージ'2014哩け大ホール!輝け自分!! 
1回 12月14日(日) 大ホール 事J加料500円 体験学習 280 {一般的部}

み{学ん生な田の部オ)ン・ステー色/2014響け大ホール 1輝け自分， ， 1回 12月20日{こ的 大ホ-Jレ 審加料500円 体験学習 300 

演援劇演劇ヲー連ク盟シのョ合ップ同(公ス演テーに向ジ編けて〉当財団が指導するもの 1回 3月22日{日) 大ホール 無料 体験学習 72 

特別文化交流事業

馬関祭り会場

平2243成日日2ー・6朝年日度鮮韓通朝文化信鮮使通交行信流使列公行再演現列20再14現ふ事れ業あいステージ

1回 8月23日(土) 行列再現

無料

1回 8月24日(日) 大ホ}ノレ 交流企演 900 

施設貸与事業{特別共催}

アート・パレエ・コヒラ 20周年記意措表会
I回 4月20日(日) 大ホーノレ 2，000円 パレエ 1，410 『限れる森の美主」

平課成題2曲6年講度習N会H[小K全学校国学の部校音1楽コンクール 1回 4月27日(日) 大ホール 無料 講習会 800 

2306t1h4ス下プ除H少ン年グ世チ主ャ日合テ唱ィ隊ーコンサート l回 5月3日(土) 大ホール 1.000円 合唱 890 

第25目下関市民オーケストラ定期演考会 1回 5月18日(日) 大ホーJレ 一学般生L670000円円 オーケストラ 800 

百le8th Music Revolution下聞大会 i固 7月6日(日) 中ホーノレ 500円
軽音楽

200 コンクール

第18回フレッシュ・サタン1・ポピュラーピアノコンサート 1回 7月21日(月・祝J 中ホーノレ 無料
ピアノ

220 
コンクール

第41回下関ウインドアンサンプル定期演奏会 1回 8月9日{土) 大ホール 999円 オーケストラ 460 

国壱番アマチュアバンドコンテスト 1回 2月15s(日) 中ホーノレ 500円
軽音楽

200 
コンクール

第四回下関地区高等学校演劇連盟合同公演 l回 3月23日(月) 大ホール 無料 演劇 260 

6月17日(:k) 中ホーノレ 800円 329 

9月16日むた) 中ホール 800円 360 

懐かしの歌声喫茶第56・57・58.59回 4回 歌声喫茶

12月16日(:k) 中ホール 800円 360 

3月17日(火) 中ホーノレ 800円 385 
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平成26年度下関市立近代先人顕彰館事業実施状況

事業名 開催期間 場所 入場者数

l展示「下関市立先人顕彰館建物竣工90周年記念J展 2/3~2/23 エントランス 1，331 

2展示「これ読んでみちゃらん?Jコーナー 9/9~3/31 エントランス

3展示「絵爾教室」作品展 1/6~2/1 エシトランス

4展示「中本たか子」展 4/1~6/29 ふるさと文学館 2，078 

5展示「赤江濠J展 7/1~9/28 ふるさと文学館 2，192 

6展示「林英美子J展 g/30~12/27 ふるさと文学館 2，238 

7展示「船戸与一J展 1/6~3/2g ふるさと文学館 1，911 

日展示田中絹代監督コーナー 3/4~ 1l/24 田中絹代記念館

9展示春季所蔵品展 3/4~6/1 田中絹代記念館 769 

10 展示夏季所蔵品展 6/3~8/31 問中絹代記念館 889 

11 展示秋季所蔵品展 9/2~1 1/24 田中絹代記念館 1，219 

12 展示冬季所蔵品展 1l/26~2/22 田中絹代記念館

13 展示企画展「女優伺中絹代と映画監督④ー島津保次郎ー」 1l/26~2/22 田中絹代記念館 854 

14 展示春季所蔵品展 2/24~3/31 田中絹代記念館 416 

事業名 実施回数等 場所 入場者数

15 島津保次郎監督作品を中心とするDVD上映会毎月 1回 12回 ミニホーノレ 753 

16 蓄音機で聴く昭和流行歌の歴史毎月I回 12回 ミニホーノレ 261 

17 田中絹代ぶんか館勉強会(講師古)11蕪名誉館長) 4講座 ミニホーノレ 44 

18 夏休み特別講座(作文教室、絵画教室) 4講座 ミニホーノレ 83 

19 友の会の集い (はじまりのみち上映会) 1回 ミニホーノレ 19 

20 水石清遊会展 1/20~24 ミニホーノレ 45 

21 田中絹代生誕記念公演(講演と三味線演奏会) 1公演 ミニホール 50 

22 顕彰館開館記念公演(講演とギター演奏会) 1公演 ミニホーノレ 140 
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3.理事会・評議員会

第 1回理事会

開催年月日

開催場所

決議事項

第 1回評議員会

開催年月日

開催場所

決議事項

第2回理事会

開催年月日

開催場所

決議事項

第 2回評議員会

開催年月日

開催場所

決議事項

第 3回理事会

開催年月日

開催場所

決議事項

第 3回評議員会

開催年月日

開催場所

決議事項

平成26年 5月 9日(金)

下関市民会館第2会議室

①平成25年度事業報告及び決算報告について

②定時評議員会の招集の決定伝ついて

平成26年 5月 30日(金)

下関市民会館第2会議室

①平成25年度事業報告及び決算報告について

②公益財団法人下関市文化振興財団評議員の選任について

平成2.6年 10月 7日(火)

下関市民会館第2会議室

①生涯学習プラザの指定管理者の申込について

②定款の一部変更について

③平成27年度事業計商及び予算について

④平成27年度 資金調達及び設備投資の見込みについて

⑤評議員会の招集の決定について

平成26年 10月 14日(火)

下関市民会館第2会議室

①生涯学習プラザの指定管理者の申込について

②定款の一部変更について

③平成27年度 事業計画及び予算について

④平成27年度 資金調達及び設備投資の見込みについて

平成 27年2月 27日(金)

下関市民会館第2会議室

①平成27年度 事業計画及び予算について

②定款の一部変更及び諸規定の一部改正について

③評議員会の招集の決定について

平成 27年 3月 19日(木)

下関市民会館第2会議室

①平成27年度 事業計画及び予算について

②定款の一部変更及び諸規定の一部改正について

。。



4.文化施設の運営事業概要(受託事業)

ア.施設使用許可業務

ホーノレ

笠主笠Z
119，173 

97.18% 

ミ三京ごノレ

主怨2
1，851 

80.76% 

イ.施設使用料徴収業務

嘉議…吋大ホル使用料

12，287，893 
26年度 (B) 6，358，422 
(B)/(心% 51.75弛

近代先人顕彰館 ミニホ ノレ使用料

25年度 (A) 45，050 
26年度 (B) 24，290 
(B)/(A) % 53.92% 

ホーノレ

笠A笠
27，518 

100.27% 

田中絹代記念館

主笠E
生144

124.37% 

中ホ ノレ使用料

2，549，990 
1，870，416 
73.35弛

田中絹代記企画親覧料

180，800 
194，140 

107.38% 

田中話代ぶん吾首舘

L鐙1
皇室ー43

107.13% 

展示室使用料

1，590，105 
1，868，203 
117.49弛

付属設備使用料

14，011，300 
16，508，550 
117.82% 

b，減免日数調べ(芸術祭、自主文化事業を含む)

市民会館

大ホノレ

(B)/仏)%
中ホノレ

(B)/(A) % 
展示室

(B)/(A) % 
合計

(B)/(A) % 

近代先人顕彰館

ミー ホル

(B)/(A) % 

100鴎

25年度帥l'時庭問

941 75 
79.79也
481 45 
93.75% 
391 33 
84.62略
1811 153 
84.53略

100弛

百年度凶l'時帥}

531 53 
100.00% 

天示ーノレ

23，1笠，177
立三笠，150
74.56% 

ミニホーノレ

36，450 
37，200 

102.06略

車備.!J/、ーサル 学校・団体
50% 

3田 30% 
回年度叫l'昨庭回 お年度ωl'時皮剖 同年齢'"時度(B)

51 10 
200.00略

71 10 
142.86% 

41 4 
100.00弛
161 24 
150.00% 

中示ーノレ

工亙亙亙E
1，557，732 
78.58% 

271 7 191 
25.93覧 31.58拍
201 13 性51
65.00弛 44.44% 
191 15 321 
78.95百 90.63弛

661 35 961 
53.03覧 57.29首

震京童

719，135 
610，516 

84.90% 
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20 

29 

55 

20包
百年度仙126年度回

01 

01 

01 

01 

イ守主語爾
8，702，370 
色盟主550
67.03見

。
。
4 

4 

口語

170，659 
167，675 

98.25'也(1.75%滋)

... ~~ 

合計
30，439;288 
26，605，591 

87.41% (12.59時刻

合計
225，850 
218，430 

96.71首 (3.29階減)

[日1、~，

計

25年度ω126年度{回

1451 98 
67.59施 。2.41包檎)

1201 88 
73.33耳 (26.67%減}

941 85 
90.43% (9.57%減)

3591 271 
75.49% (24.51%減)

計

25年度叫 12時 度(B)

531 53 
100.00時 (増減なし)

[円〕
否ーヲ-t-
34，543，912 
25，2堕主笠

73.11首 (26.8冊減)

金一三主
筆A盟
主，200

102.06首 (2.06%増)



平成26年度 下関市民会館 利用状況

件数・[件]、使用日数:[日]、使用率・[%J日数/開館日数、利用人員[人] 利用台数:[台]

開館
大ホノレ 中ホ ノレ 展示室 会議室(2筆) 合計 駐車場

月
日数 件数 使用率 利用人員 使回数用 件数 使用率 利用人員 使日数用 件数 使用率 利用人員 使回数用 件数 使用率 利用人員 件数 利用人員 利台用数

4月 30 9 6 30.0唱 6，932 11 11 36.7岨 1.897 l l 3.3% 85 10 10 33.3岨 68 28 自，982 587 
5月 31 13 9 41.9百 9，082 13 10 41.9哨 2，471 15 7 48.4:略 1，091 16 24 51.6% 427 50 13，071 882 

6月 30 15 9 50.0% 16，623 17 12 56.7略 4，198 16 5 53.3略 1，289 21 31 70田口百 644 57 22，754 992 
7月 31 10 9 32.3略 11，035 13 11 41.9弛 1，933 7 4 22.6首 496 20 25 64目5弛 252 49 13，716 663 
8月 31 18 9 58目l弛 10，447 23 14 74.2% 3，960 20 6 64目5也 1，558 19 32 61.3唱 415 61 16，380 850 
9月 29 9 7 31.0% 6，705 9 9 31.0% 1，630 19 7 65.5% 3，853 18 29 62.1略 234 52 12，422 853 
10月 31 16 10 51.6也 13，082 13 11 41.9国 1，904 23 8 74.2% 1，715 18 24 58.1弛 260 、53 16，961 907 
11月 30 14 8 46.7弛 21，043 16 12 53;3唱 2，839 17 6 56.7略 3，141 20 31 66.7略 389 57 27，412 779 
12月 28 11 10 39.3弛 日，042 14 12 50.0国 2，128 18 5 64.3唱 912 15 20 53.6略 277 47 12，359 826 
l月 28 5 4 17.9弘 5，820 6 4 21.4% 678 9 6 32.1% 1，016 14 21 50.0% 147 35 7，661 530 
2月 26 5 5 19.2略 2，775 5 4 19.2% 1，005 14 5 53，8国 1.866 17 23 65.4% 210 37 5，856 466 
3月 30 13 B 43.3% 6，587 14 13 46.7% 2，875 12 3 40.0略 443 13 17 43.3首 196 41 10.101 627 
合計 355 138 94 38.9略 119，173 154 123 43.4'弛 27，518 171 63 48.2略 17;465 201 287 56;6% 3，519 567 167，675 8，962 

o 
l 平成26年度下関市立近代先人顕彰館利用状況

件数・[件]、使用日数・[日]、使用率・[%J日数/開館日数、利用人員[人]

ミニホーノレ
田中絹代 田中絹代

開館 記念館 ぶんか館
日数 使用

件数 使用率 利用人員 観覧者数 入館者数
月 日数

4月 26 9 9 34.6百 213 419 788 
5月 27 5 5 18.5弛 118 336 6931 
6月 25 7 8 28.0也 175 285 597 
7月 27 6 7 22.2国 212 384 879 
8月 27 B 8 29.6% 167 234 665 
日月 25 日 11 36.0% 112 267 656 
10月 27 10 12 37.0弛 136 614 966 
11月 26 7 B 26.9略 136 440 810 
12月 23 3 3 13.0唱 75 250 454 
l月 23 8 4 34.8百 111 236 511 
2月 24 10 10 41.7% 261 313 716 
3月 26 8 10 30.日目 135 366 7081 
合計 306 90 95 29.4'首 1，851 4，l44 、'B，443



事業報告の附属明細書

平成26年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則j

第 34条第3項に規定する附属明細書 f事業報告の内容を補足する重要な事項Jが存在

しないので作成しない。
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平成26年度決算報告書

1.平成26年度公益財団法人下関市文化振興財団決算報告書総括表

(1)正味財産増減計算書

科 目 般会計 特別会計

I 一般E味財産増減の部
1.経常増減の部
(1) 経常収益

①事業収益 209，496，048 14，068，100 
受託料収益 209，496，048 。
入場料収益 。 14，068，100 

②補助金等収益 。 16，669，000 
補助金収益 。 10，000，000 
受託料収益 。 6，669，000 

③会費収益 。 1，000，000 
会費収益 。 1，000，000 

④寄付金収益 。 1，412，967 
寄付金収益 。 1，412，967 

⑤事業外収益 73，614 1，527，660 
基本財産運用収益 2，800 。
受取利息 66，156 2，087 
雑 入 4，658 1，525，573 

経常収益計 209，569，662 34，677，727 
(2)経常費用

①財団総務費 114，608，072 。
市民会館総務費 96，374，838 。
顕彰館総務費 18，233，234 。

②市民会館管理運営費 81，769，019 。
物件費及び経費 81， 769，019 。

③近代先人顕彰館管理運営費 13，192，571 。
物件費及び経費 13，192，571 。

④事業費 。 37，072，766 
文化事業費 。 37，072，766 

経常費用計 209，569，662 37，072，766 
当期経常増減額 。 ム2，395，039

2.経常外増減の部
(1)経常外収益

経常外収益計 。 。
(2)経常外費用

経常外費用計 。 。
当期経常外増減額 。 。

当期一般正味財産増減額 。 ム2，395，039
一般正味財産期首残高 10，000，000 5，152，203 
一般正味財産期末残高 10，000，000 2，757，164 

E 指定正味財産増減の部
①受取補助金等 。 。

当期指定正味財産増減額 。 。
指定正味財産期首残高 。 。
指定正味財産期末残高 。 。

田正味財産期末残高 10.000.000 2.757.164 
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自平成26年4月 1日

至平成27年3月31日

[単位:円]

合計

223，564，148 
209，496，048 
14，068，100 
16，669，000 
10，000，000 
6，669，000 
1，000，000 
1，000，000 
1，412，967 
1，412，967 
1，601，274 

2，800 
68，243 

1，530，231 
244，247，389 

114，608，072 
96，374，838 
18，233，234 
81，769，019 
81，769，019 
13，192，571 
13，192，571 
37，072，766 
37，072，766 

246，642，428 
ム2，395，039

。
。。

ム2，395，039
15，152，203 
12，757，164 

。。。。
12.757.164 



(2)貸借対照表 平成27年3月31日現在

[単位・円]

科 目 一般会計 特別会計 合計

I 資産の部

1. 流動資産

現金預金 21，126，761 4，368，523 25，495，284 

前払金 。 515，896 515，896 

立替金 100，336 250，770 351，106 

未収入金 。 373，549 373，549 

流動資産合計 21，227，097 5，508，738 26，735，835 

2 固定資産

(1)基本財産

基本財産 10，000，000 。 10，000，000 

基本財産合計 10，000，000 。 10，000，000 

(2)特定資産

退職給付積立金 36，135，380 。 36，135，380 

特定資産合計 36，135，380 。 36，135，380 

(3)その他固定資産

その他の固定資産合計 。 。 。
固定資産合計 46，135，380 。 46，135，380 

資産合計 67，362，477 5，508，738 72，871，215 

E 負債の部

1.流動負債

預り金 465，426 7，776 473，202 

前受金 。 2，437，140 2，437，140 

未払金 30，237，383 306，658 30，544;041 

流動負債合計 30，702，809 2，751，574 33，454，383 

2.固定負債

退職給付引当金 26，659，668 。 26，659，668 

固定負債合計 26，659，668 。 26，659，668 

負債合計 57，362，477 2，751，574 60，114，051 

E 正味財産の部

1.指定正味財産 。 。 。
国庫補助金 。 。 。

指定正味財産合計 。 。 。
(うち基本財産への充当額) 。 。 。
(うち特定資産への充当額) 。 。 。

2.一般正味財産 10，000，000 2，757，164 12，757，164 

(うち基本財産への充当額) 10，000，000 。 10，000，000 

(うち特定資産への充当額) 。 。 。
正味財産合計 10，000，000 2，757，164 12，757，164 

負債及び正味財産合計 67，362，477 5，508，738 72，871，215 

q
d
 

l
 



(3)財産目録

科 目 場所・物量等

I 資産の部

1流動資産

現金 手元保管

預金 普通預金山口銀行本庖

前払金 アート印刷・みなと山口合同新聞他

立替金 杉本商事糊

未収入金 コカコーラ他

流動資産合計

2 固定資産

基本財産

定期預金 西中国信用金庫本庖

特定資産

定期預金 西中国信用金庫下関市役所出張所

普通預金 西中国信用金庫本唐

定期預金 山口銀行本庖

特定資産合計

固定資産合計

資産 合 計

E 負債の部

1流動負債

預り金 職 員分 他

前受金 しまじろう公演分・友の会分

未払金 中国電力他

流動負債合計

2 固定負債

退職給付引当金 職員分

固定負債合計

負 債合計

E 正味財産の部

2 一般正味財産

正味財産合計

負債及び正味財産合計

-14ー

平成27年3月31日現在

[単位:円]

使 用 目 的 等 合計

運転資金として 672，389 {公1・公2'収1・収2・法人}

運転資金として 24，822，895 {公1・公2'収1・収2・法人}

ホ.7/;-印刷代・広告掲載料位。 515，896 

喫茶施設・光熱水費使用料冊。 351，106 

自動販売機販売手数料他出・収。 373，549 

26，735，835 

公益目的保有財産価。 10，000，000 

5，1l1，039 

職員の退職給付金の積立金 10，778，654 (公1公2収1・収2・法人)

20，245，687 

36，135，3801 

46，135，380 

72，871，215 

源泉徴収税・市県民税・社会保険料他 473，202 C出1・公2・収1・収2'法人}

チケット代・年会費{釦・公2) 2，437，140 

光熱Aく費・通信運搬費・委託料等 30，544，041 {公1・公2・収1・収2'法人}

33，454，383 

職員の退職給付金の引当金 26，659，668 {公1・公2・収1・収2・法人}

26，659，668 

60，1l4，051 

12，757，164 

12，757，164 

72，871，215 



2.平成26年度公益財団法人下関市文化振興財団一般会計決算報告書

(1)収支計算書

(収益の部)
科 目 予算 額

大|中|小科目 当初予算額 予算流用額 予算現額

事業収益 213，565，000 213，565，000 

|受託料収益 213，565，000 213，565，000 

|市民会館指定管理料 180，139，000 180，139，000 

|近代先人顕彰舘指定管理科 33，426，000 33，426，000 

事業外収益 97，000 97，000 

基本財産運用収益 24，000 24，000 

受取利息 70，000 70，000 

雑 入 3，000 3，000 

阪入合計 213，662，000 213，662，000 

(支出の部)

間 目 予 算 額

大l中小科目 当初予算額 予算流用額 予算現額

財団総務費 115，982，000 。 115，982，000 

|市民会館総務費 97，52q，000 。 97，525，000 

報酬 12，197，000 959，500 13，156，500 

給料 41，618，000 /';. 849，600 40，768，400 

手当 27，053，000 ム309，900 26，743，100 

退職給付費用 4，036，000 。 4，036，000 

法定福利費 -12，621，000 。 12，621，000 

賃金 。 200，000 200，000 

|顕彰館総務費 18，457，000 。 18，457，000 

報酬 1，646，000 。 1，646，000 

給料 7，998，000 64，800 8，062，800 

手当 4，630，000 。 4，630，000 

退職給付費用 804，000 ム119，800 684，200 

法定福手IJ費 2，234，000 。 2，234，000 

賃金 480，000 。 480，000 

報償費 665，000 55，000 720，000 

市民会館管理運営費 82，711，000 。 82，711，000 

l1&J件費及び経費 82，711，000 。 82，711，000 

旅費交通費 242，000 。 242，000 

消耗品費 841，000 17，591 858，591 

然来ト費 94，000 。 94，000 

食糧費 30，000 。 30，000 

印刷製本費 85，000 12，200 97，200 

光熱水費 29，477，000 1，972，132 31，449，132 

修繕費 2，780，000 。 2，780，000 

通信運搬費 651，000 。 651，000 

広告料 1，644，000 131，520 1，775，520 

手数料 712，000 。 712，000 

保険料 35，000 。 35，000 

委託料 31，123，000 2，602，665 33，725，665 

使用料及び貸借料 1，511，000 555，934 2，066，934 

原材料費 。 。 。
負担金 77，000 。 77，000 

有価証券償還損 。 42，062 42，062 

陰謀空 13，409，000 ム5;334，104 8，074，896 
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白平成26年4月 1日

至平成27年3月31日

[単位:円]

決算額 差異

209，496，048 ム4，068，952

209，496，048 ム4，068，952

178，070，243 ム2，068，757

31，425，805 /';. 2，000，195 

73，614 /';. 23，386 

2，800 /';. 21，200 

66，156 /';. 3，844 

4，658 1，658 

209，569，662 /';. 4，092，338 

決算額 差異

114，608，072 1，373，928 

96，374，838 1，150，162 

13，156;500 。
40，768，400 。
26，375，040 368，060 

3，900，000 136，000 

11，974，898 646，102 

200，000 。
18，233，234 223，766 

1，645，200 800 

8，062，800 。
4，605，842 24，158 

564，000 120，200 

2，168，752 65，248 

466，640 13，360 

720，000 。
81，769，019 941，981 

81，769，019 941，981 I 
229，748 12，252 

858，591 。
69，622 24，378 

29，919 81 

97，200 。
31，449，132 。
2，761，436 18，564 

613，450 37，550 

1，775，520 。
688，300 23，700 

34，860 140 

33，725，665 。
2，066，934 。

。 。
63，500 13，500 

42，062 。
7，263，080 811，816 



(支出の部)

陣ヰ 目 予 算 額
決算額

大|中小科目 当初予算額 予算流用額 予算現額
差異

顕彰舘管理運営費 14，969，000 。 14，969，000 13，192，571 1，776;429 

|物件費塁ぴ経費 14，969，000 。 1_4，969，000 13，192，571 1，776，429 
旅費交通費 391，000 。 391，000 192，9'77 198，023 
消耗品費 830，000 317，771 1，147，771 1，147，771 。
食糧費 15，000 。 15，000 14，376 624 

印刷製本費 565，000 。 565;000 413，678 151，322 
光熱水費 2，640，000 188，739 2，828，739 2，828，739 。
修繕費 50，000 115，240 165，240 165，240 。
通信運搬費 287，000 。 287，000 248，571 38，429 
手数料 77，000 。 77，000 23，612 53，388 
保険料 8，000 。 8，000 7，090 910 

委託料 5，938，000 。 5，938，000 5，805，972 132，028 
使用料及び貸借料 1，674，000 。 1，674，000 956，625 717，375 
負担金 18，000 。 18，000 18，000 。
公課費 2，476，000 ム621，750 1，854，250 1，369，920 484，330 

支出合計 213，662，000 。 213，662，000 209，569，662 4，092，338 
当期収支差額 。 。 。 。

上記収支計算書における執行状況一覧表

予算額ω 総務費(回 管理運営費(C) 経費合計(D)=(B)+(C 事業外収入(E) 返還額(A)ー(D)+(E)

市民会館 180，139，000 96，374，838 81，769，019 178，143，857 73，614 2，068，757 
顕 彰 館 33，426，000 18，233，234 13，192，571 31，425，805 。 2，000，195 
合計 213，565，000 114，608，072 94，961，590 209，569，662 73，614 4，068，952 

au 
l
 



(2)正味財産増減計算書

科 目

I 一般正味財産増減の部

l 経常増減の部

(1) 経常収益

①事業収益

受託料収益

⑤事業外収益

基本財産運用収益

受取利息、

雑 入

経常収益計

(2)経常費用

①財団総務費

市民会館総務費

顕彰館総務費

②市民会館管理運営費

物件費及び経費

③近代先人顕彰館管理運営費

物件費及び経費

経常費用計

当期経常増減額

2.経常外増減の部

(1)経常外収益

経常外収益計

(2)経常外費用

経常外費用計

当期経常外増減額

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

E 指定正味財産増減の部

① 受取補助金等

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

皿正味財産期末残高

当年度

209，496，048 

209，496，048 

73，614 

2，800 

66，156 

4，658 

209，569，662 

114，608，072 

96，374，.838 

18，233，234 

81，769，019 

81，769，019 

13，192，571 

13，192，571 

209，569，662 。

。
。
。
。

10，000，000 

10，000，000 

。
。
。
。

10，000，000 
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前年度

207，889，809 

207，889，809 

77，709 

2，800 

69，809 

5，100 

207，967，518 

114，741，534 

97，348，192 

17，393，342 

79，488，657 

79，488，657 

13，737，327 

13，737，327 

207，967，518 。

。
。
。
。

10，000，000 

10，000，000 

。
。
。
。

10，000，000 

自平成26年4月 1日

至平成27年3月31日

[単位.円]

増減

1，606，239 

1，606，239 

ム4，095。
/'::， 3，653 

ム442

1，602，144 

ム 133，462

ム973，354

839，892 

2，280，362 

2，280，362 

/'::， 544，756 

ム 544，756

1，602，144 。

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。



(3)貸借対照表

科 目

I 資産の部

1. 流動資産

現金預金

立替金

未収入金

流動資産合計

2.固定資産

(1)基本財産

基本財産

基本財産合計

(2)特定資産

退職給付積立金

特定資産合計

(3)その他固定資産

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

E 負債の部

1.流動負債

預り金

未払金

流動負債合計

2 固定負債

退職給付引当金

固定負債合計

負債合計

E 正味財産の部

1.指定正味財産

国庫補助金

指定正味財産合計

(うち基本財産への充当額)

(うち特定資産への充当額)

2 一般正味財産

(うち基本財産への充当額)

(うち特定資産への充当額)

正味財産合計

負債及び正味財産合計

当年度 前年度

21，126，761 16，155，029 

100，336 104，545 。 351，594 

21，227，097 16，611，168 

10，000，000 10，000，000 

10，000，000 10，000，000 

36，135，380 40，190，140 

36，135，380 40，190，140 

。 。
46，135，380 50，190，140 

67，362，477 66，801，308 

465，426 411，545 

30，237，383 16，199，623 

30，702，809 16，611，168 

26，659，668 40，190，140 

26，659，668 40，190，140 

57，362，477 56，801，308 

。 。
。 。
。 。
。 。
。 。

10，000，000 10，000，000 

10，000，000 10，000，000 。 。
10，000，000 10，000，000 

67，362，477 66，801，308 
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平成27年3月31日現在

[単イ立.円]

増減

4，971，732 

ムム209

f:::， 351，594 

4，615，929 

。
。

ム4，054，760

f:::， 4，054，760 

。
f:::， 4，054，760 

561，169 

53，881 

14，037，760 

14，091，641 

ム 13，530，472

ム 13，530，472

561，169 

。
。
。
。
。
。
。
。
。

561，169 



(4)財産目録 平成27年3月31日現在

[単位円]

摘 要 金 額

資産の部
1.流動資産

現金 278，172 
小口現金 278，172 

預金 20，848，589 
山口銀行本庄普通預金 20，848，589 

立替金 100，336 
喫茶光熱水費使用料 100，336 

流動資産合計 21.227，097 
2固定資産

基本財産 10，000，000 
西中国信用金庫本底定期預金 10，000，000 

退職給付積立金 36，135，380 
西中国信用金庫下関市役所出張所定期預金 5，111，039 
西中国信用金庫本底普通預金(退職結付積立用} 10，778，654 
山口鮒T本庖定期預金 20，245，687 

固定資産合計 46;135，380 
資産合計 67.362.477 

負債の部
1.流動負債

預り金 465，426 
3月分源泉所得税 152，504 
3月分市県民税 312，800 
公衆電話料 122 

未払金 30，237，383 
財団総務費

手当 1件 527，939 
法定福利費 4{'牛 936，555 

市民会館管理運営費
旅費交通費 1件 3，414 
消耗品費 3件 40，032 
修繕費 2件 928，800 
光熱水費 2{'牛 1，913，268 
通信運搬費 2件 34，680 
手数料 H平 15，228 
委託料 B5 件件

4，630，810 
使用料及貸借料 195，729 
公課費 3件 5，406，680 

近代先人顕彰館管理運営費

報償費 1件 50，000 
旅費交通費 1件 1，624 
消耗品費 2件 68，249 
印刷製本費 1件 71.280 
修繕費 1件 162，000 
光熱水費 1件 123，184 
通信運搬費 2件 5，299 
委託料 7件 492，480 
使用料及貸借料 3件 69，148 
公課費 1件 1，016，320 

市への返還金
市民会館指定管理料超過分 2，068，757 
顕彰館指定管理料超過分 2，000，195 

退職者への給付金
退職給付金職員2名分 9，475，712 

流動負債合計 30，702，809 
2.固定負債

退職給付引当金 26，659，668 
役・職員19名分 26，659，668 

固定負債合計 26，659，668 
負債合計 57.362.477 

正味財産の部
2.一般正味財産 10，000，000 

正味財産合計 10，000，000 
負債及び正味財産合計 67.362，477 

19 



3.平成26年度公益財団法人下関市文化振興財団文化事業特別会計決算報告書

(1)収支計算書
自 平 成26年4月 1日

至平成27年3月31日

[単位:円](収益の部)
科 目 予 算 額

決算額 差異
大 中・小科目 当初予算額 予算流用額 予算現額

事業収益 19，608，000 19，608，000 14，068，100 ム5，539，900
入場料収益 19，608，000 19，608，000 14，068，100 ム5，539，900

補助金等収益 17，000，000 17，000，000 16，669，000 ム331，000

補助金収益 10，000，000 10，000，000 10，000，000 。
受託料収益 7，000，000 7，000，000 6，669，000 ム331，000

会費収益 1，450，000 1，450，000 1，000，000 f':::， 450，000 

会費収益 1，450，000 1，450，000 1，000，000 f':::， 450，000 
寄付金収益 。 。 1，412，967 1，412，967 

寄付金収益 。 。 1，412，967 1，412，967 

雑収益 1，310;000 1，310，000 1，527，660 217，660 
受取利息 10，000 10，000 2，087 f':::， 7，913 

雑 入 1，300，000 1，300，000 1，525，573 225，573 
当期収益合計(A) 39，368，000 39，368，000 34，677，727 ム4，690，273

前期繰越収支差額 1，501，000 1，501，000 5，152，203 3，651，203 
前期繰越収支差額 1，501，000 1，501，000 5，152，203 3，651，203 

収益合計(B) 40，869，000 40，869，000 39，829，930 f':::， 1，039，070 

(支出の部)

科 目 予 算 額
決算額 差異

大|中 小科目 当初予算額 予算流用額 予算現額

事業費 40，869，000 。40，869，000 37，072，766 3，796，234 

l玄化事業費 40，869，000 。40，869，000 37，072，766 3，796，234 

報酬 200，000 。 200，000 125，400 74，600 

賃金 999，000 。 999，000 416，202 582，798 

報償費 1，125，000 。 1，125，000 799，629 325，371 

旅費交通費 1，911，000 。 1，911，000 1，403，094 507，906 

消耗品費 617，000 。 617，000 324，432 292，568 

燃料費 10，000 2，737 12，737 12，737 。
食糧費 3，014，000 。 3，014，000 2，567，412 446，588 

印刷製本費 4，084，000 f':::， 2，586，820 1，497，180 1，497，180 。
通信運搬費 1，204，000 。 1，204，000 744，324 459，676 

広告料 4，007，000 f':::， 1，191，035 2，815，965 2，815，965 。
手数料 2，554，000 。 2，554，000 2，355，322 198，6781 

保険料 。 9，000 9，000 9，000 。|
委託料 140，000 ム 140，000 。 。 。
使用料及び貸借料 2，918，000 ム 48，617 2，869，383 1，961，334 908，049 

負担金 4，000 。 4，000 4，000 。
公演料 18，065，000 3，022，860 21，087，860 21，087，860 。
助成金 。 261，917 261，917 261，917 。
公課費 17，000 669，958 686，958 686，958 。

当期支出合計(C) 40，869，000 。40，869，000 37，072，766 3，796，234 
当期収支差額(A)ー(C) ム 1，501，000 。ム1，501，000 f':::， 2，395，039 ------次期繰越収支差額(B)ー(C) 。 。 。 2，757，164 ---------

-20ー



(2)正味財産増減計算書

科 目 当年度

一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

(1) 経常収益

①事業収益 14，068，100 

入場料収益 14，068，100 

②補助金等収益 16，669，000 

補助金収益 10，000，000 

受託料収益 6，669，000 

③会費収益 1，000，000 

会費収益 1，000，000 

④寄付金収益 1，412，967 

寄付金収益 1，412，967 

⑤事業外収益 1，527，660 

受取利息、 2，087 

雑 入 1，525，573 

経常収益計 34，677，727 

(2)経常費用

④事業費

文化事業費 37，072，766 

経常費用計 37，072，766 

当期経常増減額 ム2，395，039

2.経常外増減の部

(1)経常外収益

経常外収益計 。
(2)経常外費用

①事業外支出 。
補助金返戻損失 。

経常外費用計 。
当期経常外増減額 。

当期一般正味財産増減額 ム2，395，039

一般正味財産期首残高 5，152，203 

一般正味財産期末残高 2，757，164 

E 指定正味財産滑減の部

① 受取補助金等 。
当期指定正味財産増減額 。
指定正味財産期首残高 。
指定正味財産期末残高 。

E 正味財産期末残高 2，757，164 
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前年度

25，011，300 

25，011，300 

16，910，758 

9，910，758 

7，000，000 

1，261，000 

1，261，000 

1，184，646 

1，184，646 

1，997，774 

3，182 

1，994，592 

46，365，478 

43，630，873 

43，630，873 

2，734，605 

。
5，695，350 

5，695，350 

5，695，350 

ム 5，695，350

ム2，960，745

8，112，948 

5，152，203 

。
。
。
。

5，152，203 

自平成26年4月 1日

至平成27年3月31日

[単位.円]

増減

ム 10，943，200

ム 10，943，200

ム241，758

89，242 

ム331，000

ム261，000

ム261，000

228，321 

228，321 

ム470，114

ム 1，095

ム469;019

ム11，687，751

ム6，558，107

L 6，558，107 

ム5，129，644

。l

ム5，695，350

ム5，695，350

ム5，695，350

5，695，350 

565，706 

ム2，960，745

ム2，395，039

。
。
。
。

ム2，395，039



(3)貸借対照表

科 目 当年度

資産の部

1. 流動資産

現金預金 4，368，523 

前払金 515，896 

立替金 250，770 

未収入金 373，549 

流動資産合計 5，508，738 

2.固定資産

(1)基本財産

基本財産合計 。
(2)特定資産

特定資産合計 。
(3)その他固定資産

固定資産合計 。
資産合計 5，508，738 

E 負債の部

1.流動負債

預り金 7，776 

前受金 2，437，140 

未払金 306，658 

流動負債合計 2，751，574 

2.固定負債

固定負債合計 。
負債合計 2，751，574 

直 正味財産の部

1.指定正味財産 。
国庫補助金 。

指定正味財産合計 。
(うち基本財産への充当額) 。
(うち特定資産への充当額) 。

2 一般正味財産 2，757，164 

(うち基本財産への充当額) 。
(うち特定資産への充当額) 。
正味財産合計 2，757，164 

負債及び正味財産合計 5，508，738 
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前年度

6，397，983 

265，040 

260，225 

65，726 

6，988，974 

。
。
。

6，988，974 

7，560 

1，305，780 

523，431 

1，836，771 

。
1，836，771 

。
。
。
。
。

5，152，203 。
。

5，152，203 

6，988，974 

平成27年3月31日現在

[単位:円]

増減

ム2，029，460

250，856 

ム9，455

307，823 

/':，. 1，480，236 

。
。

01 

ム 1，480，236

216 

1，131，360 

/':，. 216，773 

914，803 

。
914，803 

。
。
。
。
。

ム2，395，039。
。

ム 2，395，039

ム 1，480，236



(4)財産目録

平成27年3月31日現在

[単位:円]

摘 要 金 額

資産の部

1.流動資産

現金 394，217 

小口現金 394，217 

預金 3，974，306 

山口銀行本庄普通預金 3，974，306 

前払金 515，896 

27年度事業ポスター・チラシ印刷代 510，354 

27年度事業チケット販売手数料 5，542 

立替金 250，770 

喫茶施設使用料 250，770 

未収入金 373，549 

ファミリーコンサートチケット代 310，677 

自販機販売手数料 62，872 

流動資産合計 5，508，738 

資産合計 5，508，738 

負債の部

1.流動負債

預り金 7，776 

顕彰館書籍売上金 7，776 

前受金 2，437，140 

27年度事業チケット代 1，897，520 

27年度友の会会費 539，620 

未払金 306，658 

消耗品費 1件 26，568 

手数料 2件 154，008 

通信運搬費 1件 67，602 

使用料及び賃借料 21'牛 47，680 

広告料 1件 10，800 

流動負債合計 2，751，574 

負債合計 2，751，574 

正味財産の部

2 一般正味財産 2，757，164 

正味財産合計 2，757，164 

負債及び正味財産合計 5，508，738 
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正味財序土曽減許算書内訳表

平成26年4月1日から平成27年'3月31日まで

管文普拠去理化及点、る運芸施復さ営と興殴術事のののの業
文化地芸域の術の

文普聞ふ弛及する複芸るさ事と奥術の業のに
文化芸荷の

小計
法人会計 合計科 目

小計 拠点施設の
復興を回る 菅理運営事業

事業

I 1 

1 

E運用益 2，800 2，800 c ~.800 基本財E

2，800 。 2，800 。 1.800 

受取基会会本費費財収産益2 768，00【 42.000 810，000 90，000 190，0(1(; l，OOO，OOC 

7回，000 42，00( 810，000 90，000 c 190，000 

<=~顕市民彰会凪舘苗指指定定管管理理科科収収益益 t 

【 3.299，71C 3，299，11C 

C 【

。
。

6，669.00C 。
1，300，000 112，9! 1，412，961 

112，91 1.412.96~ 

雑収雑受寄益附取入利金収息益

1.300.000 E 1，300，000 

1.166.25'l 4.41 1，598，474 330，243 97，509 427.75~ 146.28: 19，97: 

37，8田 10.509 48.31E 15，83: 1.221 17，06C 2.81 68.2 

292，436 87.000 379，436 30，45‘ 18目 74~ 1.5~ 

1.953 

謹(2常)経収報常益酬費計用

3，161 2. 193，879 172，146 i，62 

7，216 'i.152 846，594 2.1 弘1!結軒

4.12~ '.6 1，872 483.61~ 8. i.4fl 

退法賃手金臓定当給福付利費費用
l，092，OO( 59，22( 1，220 198.90( 

3 152，969 227，719 3.580，68B 610，721 

508， 974，88: 56，000 C 56，000 51，960 1.082.84~ 

799，629 。 。 1，519.629 報慣費

9，812 551 10，369 397，~訓 1，825，819 397，294 

摘耗品費 786，584 1.86E 10，65'1 238，52に 236， 

20，469 20，469 71 82，359 県軒費 61，124 

{ 16，9: 
食印揖刷費製本費

2，494.78 2.49 

1.520.449 413，671 9，84‘ 9，B4~ 64，0. 

2，755，19 73，54・ 345，9 

1，919，198 165，241 2，084，431 11，86: 81I，86~ 30，3 修繕費

1，160目414 233，57 1，393，991 176，015 6，164 182，169 30. 

522，003 。 522，003 143，! 4.591，485 広告料 3，925，951 3.925，951 

2，012，92: 24，37 2;037，301 186，10E 614 186，719 843， 手数料

10，249 184 10，433 50，950 

県書室院託用科料料及び質借料

33，22! 6，90 40，134 

5，683，29 9.915.346 122，679 370，9 

3，317.19、 987，17 607，679 9.952 617，631 62，8 

【 { 【 85.5 85，50( 

自科 C t 

261 261.91'l 助成金

2，135.34E 35.618 2，170，964 742，0 公課費 1，334，30 

2，049，854 9，089.6 

企....，....， d. 1，221，84 '" 4. 
875，44( 1，269.8田l 109， ら

d. 42，062 d. 23 ， 30~ ム6，41 "'''河{ ~ 9.75f b. 75~ b. 10.51 '" 1， 
d. 23，30; d. 6，41 d. 29;78【 ~ 9，75f b. 75i d. 10，51 '" 1. b. 42.062 

企 3，409，10E 企 1.228.32 865，68: 1，269，01 2 ， 134 ，75~ 107 A 

2 

。 。 C 。
。 C c 。 C 。

c E c E 【 【

2，452，871 884，3i 3，337，241 

ムAl，22I551500，2.600800U【【

d. 1，519，071 ['.2.日4，75~ ['.，刀2，494 【

b. 956，23 b. 343刈 ゐ 1，300，186 d. 250，0似 d. 500，000 b. 594.8町 A 

1，230，8: 250.00( 500，000 5沼4.853

886，1 。 。 。
。 。 。 。 。 。 c C 。 。 。 。 。 。 。

。 。 。 C 自 E 

886，8ゆ5 c c 。

(単位円)

au 

内

J
b



科 目

I 資産の部

1. 流動資産

現金預金

前払金

立替金

未収入金

流動資産合計

2.固定資産

(1)基本財産

基本財産

基本財産合計

(2)特定資産

退職給付積立金

特定資産合計

(3)その他箇定資産

その他の固定資産合計

固定J資産合計

資産合計

H 負債の部

1.流動負債

預り金

前受金

未払金

流動負債合計

2.固定負債

退職給付引当金

固定負債合計

負債合計

m 正味財産の部

1 指定正味財産

国庫補助金

指定正味財産合計

(うち基本財産への充当額)

(うち特定資産への充当額)

2.一般正味財産

(うち基本財産への充当額)

(うち特定資産への充当額)

正味財産合計

負債及び正味財産合計

平成26年度貸借対照表
平成27年3月31日現在

当年度 前年度

25，495，284 22，553，012 

515，896 265，040 

351，106 364，770 

373，54.9 417，320 

26，735，835 23，600，142 

10，000，000 10，000，000 

10，000，000 10，000，000 

36，135，380 40，190，140 

36，135，380 40，190，140 

。 。
46，135，380 50，190，140 

72，871，215 73，790，282 

473，202 419，105 

2，437，140 1，305，780 

30，544，041 16，723，054 

33，454，383 18，447，939 

26，659，668 40，190，140 

26，659，668 40，190，140 

60，114，051 58，638，079 

。 。
。 。
。 。
。 。

12，757，164 15，152，203 

10，000，000 10，000，000 。 。
12，757，164 15，152，203 

72，871，215 73，790，282 
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(単イ立・円)

増減

2，942，272 

250，856 

ム 13，664

ム43，771

3，135，693 

。
。

64，054，760 

ム4，054，760

。
ム4，054，760

ム919，067

54，097 

1，131，360 

13，820，987 

15，006，444 

ム 13，530，472

ム 13，530，472

1，475，972 

。
。
。
。

6 2，395，039 。
。

ム2，395，039

ム 919，067



科 目

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

前払金

立替金

未収入金

流動資産合計

2.固定資産

(1)基本財産

基本財産

基本財産合計

(2)特定資産

退職給付積立金

特定資産合計

(3)その他固定資産

その他の固定資産合計

固定資産合計

資産合計

E 負債の部

1.涜動負債

預り金

前受金

未払金

流動負債合計

2.固定負債

退職給付引当金

固定負債合計

負債合計

E 正味財産の部

1.指定正味財産

国庫補助金

指定正味財産合計

(うち基本財産への充当額)

(うち特定資産への充当額)

2 一般正暁財産

(うち基本財産への充当額)

(うち特定資産への充当額)

正味財産合計

負債及びE味財産合計

貸借対照表内訳表
平成27年3月31日現在

公益目的事業会計 収益事業等会計

ふるさとの
地域の ふるさとの 文化芸術の

普拠文及化点援施芸奥設術ののの文化芸術の 文化芸術の 拠点施設の

振興事を業図る 普及振興に
小計

管理事運業営
小計

関する事業 管事理運業営

15，136，002 4，492，247 19，628，249 4，430，384 383，621 4，814，005 

515，896 。 515，896 。 。| 。
。 。 。 351;106 。 351，106 

310，677 。 310，677 62，872 。 62，872 

15，962，575 4，492，247 20，454，822 4，844，362 383，621 5，227，983 

10，000，000 o I 10，000，000 。 。 。
10，000，000 o I 10，000，000 。 。 。

20，019，001 5，564，849 25，583，850 8，383，408 650，437 9，033，845 

20，019;001 5，564，849 25，583，850 8，383，408 650，437 9，033，845 

。 。 。 。 。 。
30，019，001 5，564，849 35，583，850 8，383，408 650，437 9，033，845 

45，981，576 10，057，096 56，038，672 13，227，770 1，034，058 14，261，828 

257，778 71，657 329，435 108，073 16，151 124，224 

2，411，640 25，500 2，437，140 。 。 。
16，672，433 4，967，455 21，639，888 6，934，654 538，033 7，472，687 

19，341，851 5，064，612 24，406，463 7，042，727 554，184 7，596，911 

14，769，456 4，105，589 18，875，045 6，185，043 479，874 6，664，917 

14，769，456 4，105，589 18，875，045 6，185，043 479，自74 6，664，917 

34，111，307 9，170，201 43，281，508 13，227，770 1，034，058 14，261，828 

。 。 。 。 。 。
。 。 。 。 。 。
。 。 。 。 。 。
。 。 。 。 。 。

11，870，269 886，895 12，757，164 。 。 。
10，000，000 。10，000，000 。 。 。

。 。 。 。 。 。
11，870，269 自86，895 12，757，164 。 。 。
45，981，576 10，057，096 56，038，672 13，227，770 1，034，058 14，261，828 
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(単位・円)

内
部

法人会計
取

合計
号l
f自
去

1，053，030 25，495，284 

。 515，896 

。 351，106 

。 373，549 

1，053，030 26，735，835 

。 10，000，000 

。 10，000，000 

1，517，685 36，135，380 

1，517，685 36，135，380 

。 。
1，517，685 46，135，380 

2，570，715 72，871，215 

19，543 473，202 

。 2，437，140 

1，431，466 30，544，041 

1，451，009 33，454，383 

1，119，706 26，659，668 

1，119，706 26，659，668 

2，570，715 60，114，051 

。 。
。 。
。 。
。 。
。 12，757，164 

。 10，000，000 

。 。
。 12，757，1臼

2，570，715 72，871，215 



財務諸表に対する注記

1 重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法
満期保有目的の債券・・・購入時の取得価額によっている。

(2)固定資産の減価償却の方法
固定資産の減価償却は、定率法によっている。

(3)引当金の計上基準
役員の退職給付引当金については、期末の要支給額を計上している。
職員の退職給付引当金については、期末の自己都合要支給額を計上している。

(4)消費税等の会計処理について
消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

2 基本財産及び特定資産の増減及びその残高
基本財産及び特定資産の増減及びその残高は、次のとおりである。

3 基本財産及び特定資産の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科 目 | 当期末残高

4補助金等の内訳並びに交付者、当期の潟減額及び残高
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

(単位:円)

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額
当期末 貸借対照表上の
残高 記載区分

補助金 下関市 。10.000.000 10，000，000 。
受託料 下関市 。6.669.000 6，669，000 。

合計 。16.669.000 16，669，000 。
-29ー



計算書類の附属明細書

1基本財産及び特定資産の明細

財務諸表に対する注記に記載をしているため、省略する。

2 引当金の明細

科目

退職給付引当金

期首残高

40，190，140 

当期減少額
当期増加額! 山市 {H V? --._. 

o I 13，530，472 
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期末残高

o I 26，659，668 
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平成27年4月 30日

公益財団法人下関市文化振興財団

理事長 中 野 忠 治 殿

公益財団法人下関市文化振興財団

監事手勾イ~;1.

平成26年4月 1日から平成27年3月 31日まで、の事業年度の理事の職務の執行

を監査いたしました。その方法及び結果について、次のとおり報告いたします。

1 監査の方法及びその内容

監事i士、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努

めるとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職務の執

行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決済書類等を閲覧し、業

務及び財産の状況を調査しましたので、以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業

報告について検討いたしました。

さらに、会計帳簿文はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類

(貸借対照表及び正味財産計算書)及びその附属明細書並びに財産目録について検討い

たしました。

2 監査意見

(1) 事業報告書等の監査結果

一事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認め

ます。

二理事の職務執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な

事実は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書並びに財産目録の監査結果

計算書類及びその附属明細書並びに財産自録はy 法人の財産及び損益の状況を

すべての重要な点において適正に示しているものと認めます。

以上
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平成27年度

事業計画書及び予算書

公益財団法人下関市文化振興財団





平成27年度事業計画及び予算

1.基本方針

指定管理者として「下関市民会館Jr下関市生涯学習プラザJr下関市立近代先人顕彰

館Jの3施設を有効利用できるように努めるとともに、定款に沿って下関市における文

化芸術および生涯学習の振興を図り、市民の自主的かつ創造的な文化活動と生涯学習活

動を支援促進し、心豊かな生活の向上に寄与することを目的として次の事業を行います。

( 1)文化芸術及び生涯学習の振興に寄与する公演、講座及び展示等

市民が文化芸術や生涯学習にふれる機会を提供し、心豊かな生活の向上に寄与する

とともに、市民の自主的かっ創造的な文化活動と生涯学習活動を支援及び促進するため

に、音楽、演劇、古典芸能、各種講座等さまざまなジャンルの公演、講座を開催いたし

ますa また、文学・芸能においてすぐれた業績を収めた下関とゆかりの深い先人たちに

関する資料の公開展示を行い、市民の歴史や文化に対する理解を深め、ふるさとの文化

芸術の振興を図ることに寄与します。

(2)文化芸術及び生涯学習活動の支援促進、育成及び助成

より多くの市民に文化芸術および生涯学習にふれる機会を提供するため、財団が主

催・共催・後援等を行い、地域における活動の支援促進を図ります。また、文化芸術の

育成・普及を目的として学校公演、地域公演を開催します。

(3)文化芸術及び生涯学習の交流活動、普及及び情報発信

釜山市民を招騰し、下関市民と共に約 400年前の歴史絵巻をおりなす朝鮮通信使行

列の再現及び、両国の文化図体による文化交流公演を行い、当時の顕彰をはじめ相互理

解と友好を深め地域の文化振興に寄与いたします。また、市民の自発的な文化活動の推

進や自主学習グ、ループの育成を目指し、団体相互間の連絡・調整・広報等の業務を行う

とともに情報紙を毎月発行して文化・学習団体の活動状況の紹介やPRを行うことによ

り、地域文化の情報発信に努めます。

(4)文化芸術に資する調査研究並びに資料の調達・収集

下関にゆかりのある文学・芸能等に関する関係資料の調査、収集を行うとともに、

デ}タベースの充実や展示紹介により、地域の文化芸術の発展に努めます。

( 5)文化芸術及び生涯学習の拠点施設の管理運営

当財団が主催公演において施設を利用するほかに、地域の小学校・中学校及び高等

学校による合唱・吹奏楽・管弦楽等の練習や定期演奏会及び文化協会を始めとする地域

の文化活動団体による発表や活動の場として施設を貸与します。さらに、さまざまな学

習グループの学習・発表の湯としても活用することにより、地域の文化芸術・生涯学習

の振興に努めます。

(6 )その他この法人の目的を達成するために必要な事業
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II. 地域の文化芸術の振興を図る事業(市民会館)

事業概要

下関市民会館の各ホールや展示室を活用して、財団が行う主催事業により文化芸術

に触れる機会を提供するとともに、市民自らが行う文化芸術活動を通じ、地域におけ

る文化芸術の振興を図ります。

( 1 )主催公演等

ア.市民への鑑賞の機会の提供

下関市民会館及び菊)1凶もれあい会館において、市民に文化芸術に触れる機会を

提供し、心豊かな生活の向上に寄与するとともに市民の自主的かつ創造的な文化

活動を支援、促進するために、音楽や演劇等さまざまなジャンルの公演を開催し

ます。子供を対象とした、しまじろうコンサートをはじめ隔年事業の杉並児童合

唱団公演、恒例の第 15回市民会館名画劇場、レ・フレールコンサート、おもし

ろオベラ塾など、世代別・ジャンル別に多彩な公演を企画しています。また、菊

川ふれあい会館では森山良子コンサートを開催します。

イ.青少年育成のための事業

小・中学校でのコンサートや演劇等の開催(学校公演)、並びにファミリー

コンサートを開催し、地域の文化芸術の振興を図るとともに青少年の育成に努め

ます。

-学校公演

市内の小・中学校で、コンサートや演劇j等の公演を開催します。

.ファミリーコンサート

橋元才平翁記念第 18回ファミリーコンサートは、実績のあるアーテイスト

と市内の小・中・高校の青少年たちが共演します。

ウ.より多くの人々に文化芸術に触れる機会を提供するための地域公演

地域の文化芸術の振興を図ることを目的とし、各地域の音楽祭や各総合支所管内

の文化施設等へ出張公演を行います。また、市役所のロビーにおいても年3回程度、

コンサート m シティホールを開催します。

(2)体験活動等

舞台芸術の魅力をより身近なものとするため、舞台芸術ワークショップ、ミュージ

カル体験等を経験してもらい、市民の自主的な文化活動の支援を行います。

(3)特別文化交流事業

下関市からの委託事業である朝鮮通信使行列再現事業は、本年度も(財)釜山文化

財団の協力を得て、約400年前の朝鮮通信使行3YIJの再現及び両国の文化団体による

文化交流公演を行います。
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(4)施設貸与事業

当財団が主催公演において施設を利用するほかに、地域の中学校や高等学校による

吹奏楽・管弦楽等の練習や定期演奏会、また文化協会を始めとする地域の文化活動 団

体による発表の場として施設を貸与することにより、地域の文化芸術の振興に寄与し

ます。また、これらの文化活動の活性化及び推進のため、財団が各文化活動団体との

共催や後援等の方法で側面から支援するとともに、情報発信基地としての役割を果た

すため、21団ホームベージの充実をはじめ、毎月発行の情報誌「かるちゃあ GUIDEJ、

新聞等メアイア、タウン情報誌、市報等により文化団体の活動状況を広く市民に紹介

し、その活動の支援を行います。

(5)文化芸術の拠点施設の管理運営事業

市民会館の施設の効率的な運用や地域住民の利便等を図る目的で、公益目的以外で

も文化施設を貸与するとともに、レストラン及び自動販売機の設置、及び他団体チケ

ット取扱い業務を行います。また、管理運営を行う上で、市民会館の安全性のより一

層の向上を図るため、舞台設備・電気・空調・防災等の諸設備の修繕及び有資格者に

よる保守点検の実施、館内外環境保全のため害虫駆除・空気環境測定・庭園の樹木の

葉定・除草などを実施し万全な維持管理に努めます。施設の有効利用として、ホワイ

エでの企画展など貸館以外のスペースについても有効利用し、文化振興に努めます。

ill，地域の文化芸術の振興を図る事業(生涯学習プラザ)

事業概要

下関市生涯学習プラザの各ホールや諸室を活用じて、財団が行う主催事業により文化芸

術および生涯学習に触れる機会を提供するとともに、市民自らが行う文化芸術および生涯

学習活動のための場を提供することにより、地域における文化芸術および生涯学習の振興
を図ります。

( 1) 主催公演等

アー 市民の鑑賞の機会の提供

下関市生涯学習プラザの「海」・「風」・「宙Jのホーノレにおいて、市民に文化芸術

に触れる機会を提供し、心豊かな生活の向上に寄与するとともに、市民の自主的か

;創造的な文化活動を支援促進するために、さまざまなジャンルの公演を開催しま

本年度は、岩崎宏美コンサート、千住真理子グアイオリン・リサイタル、古典芸

能としておもしろ狂言塾、新宿歌声喫茶ともしびを迎えての歌声喫茶、など多彩な
公演を開催します。

イ.生涯学習の機会の提供

生涯学習プラザ内にある、料理教室、レクレーシヨン室、大練習室、学習室など

を有効活用して、幅広い年齢層の市民を対象に、下関市内外の講師を招聴して講座

を開催し、地域における生涯学習活動の支援促進に努めます。本年度は小学校ノ号ソ
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コン教室、竹細工教室や体操教室など子供から大人まで学べるさまざまな事業を計

画しています。さらに毎年10月に生涯学習プラザを活動の拠点としている団体等

の学習成果発表の場とするとともに、利用者の相互交流と研鎮の場とすることを目

的としてドリームシップ祭りを開催します。

ワーにぎわいの創出事業

エントランス、カフェデ、ツキ等のパブリックスペースを有効活用して、催事等の

広報宣伝に努めるとともに、ミニ豆ンサートの開催や生涯学習活動にまつわる企画

展示を行いドリームシップを中心とした交流人口の増加に努めます。

(2) 体験活動等

日頃見ることのできない大ホールの舞台裏全てを公開することにより、ホールに奥

味と理解を深めていただくとともに、舞台芸術のワークショップも開催します。また、

海のホールにおいてスタインウェイピアノを気軽に演奏体験できるレッツプレイスタ

インクエイを開催し、市民の文化活動の支援を行います。また、伝統芸能を身近に感

じていただくための狂言体験や、吹奏楽コンクールの事前練習として「みんなのオン・

ステージJを開催します。

(3) 施設貸与事業

当財団が主催公演において施設を利用するほかに、地域の中学校高等学校による吹

奏楽・管弦楽等の練習や定期演奏会、また文化協会を始めとする地域の文化活動

団体による発表の場として各ホール・諸室を貸与することにより、地域における芸術

および生涯学習の振興に努めます。

(4)文化芸術及び生涯学習の拠点施設の管理運営事業

生涯学習プラザの施設の効率的な運用や利用者および地域住民の利便等を図る目的

で、公益目的以外でも施設を貸与するとともに、軽食・喫茶および複数の自動販売機

の設置と他団体チケット取扱い業務を行います。また、生涯学習プラザの安全で円滑

な管理運営を行うため、舞台設備、電気・空調・防災等の諾設備の保守点検や有資格

者による月例点検の実施に加え、図書館を含めた館内外環境保全のため空気環境測

定・害虫駆除・植栽保守管理等を実施し万全な維持管理に努めます。

N.ふるさとの文化芸術の普及振興に関する事業(顕彰館)

事業概要

下関市立近代先人顕彰館は、博物館機能を有する施設として、展示、資料の調査及び収

集事業を行うほか、施設の貸与及びふるさと文化事業を実施し、下関が輩出した文学、芸

能における先人の功績を顕彰いたします。

また、地域の文化芸術活動の振興に寄与するため、広報誌「顕彰館れぽーとJ、ホームペ

ージ、市報、各メディア、タウン情報誌による情報を発信いたします。

に
-w。J



( 1 ) 博物館等の展示

映画女優「田中絹代」を核とし、文学・音楽・芸能においてすぐれた業績をおさめ

た下関とゆかりの深い先人たちの、調査・研究による展示や、データベースの蓄積に

より、広く一般への情報公開を行い、市民が歴史や文化に対する理解を深めていただ

けるよう努めます。

ア.ふるさと文学館

所蔵品展及び企画展を開催し、下関にゆかりのある作家とその作品及び下関

が描かれている作品の紹介を行います。

イ 田中絹代記念館

田中絹代の遺品 1，000 点余及び膨大な写真・映画資料等により所蔵品展・

企画展を開催し、田中絹代の功績を顕彰します。

(2) 資料の調査及び収集事業

下関ゆかりの人物及び作品等の調査、資料の収集、寄託及び寄贈資料の収集保管、

データベースの充実を図るとともに展示紹介に努め、文化振興に努めます。

(3) ふるさと文化事業

田中絹代と繋がりのある女優や監督作品の映像鑑賞、レコード鑑賞、講演会、特別

講座等を開催し、文化芸術に触れる機会を提供し、市民の文化活動の活性化に努めま

す。

(4) 施設貸与事業

地域の文化団体や自治会等に、文化活動会議や講座の場として施設を貸与すること

により、先人を顕彰する情報をはじめ様々な文化に触れていただく機会を拡げ、地域

の文化芸術の振興に努めます。

(5)ふるさとの文化芸術の普及振興の拠点施設の管理運営事業

近代先人顕彰館においても、地域住民の利便性を図るという観点から公益目的以外

での施設の貸与、自動販売機の設置のサービスを行います

また、施設の維持管理においては館内の温湿度の調整、害虫駆除のための爆蒸を実

施、収蔵品及び展示資料等の保全管理を適切に行います。さらに、電気・空調・給排

水防災等各設備の保守点検の実施により、安全で快適な環境の維持に努めるとともに

文化財保護の観点から機械警備、監視装置によるセキュリティーも含め建物の維持管

理に努めます。
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平成27年 度 公 益 リ 財 団 法人下関市文化振興財団文化事業実施計画書

事業名 憧物 名 公回演量 公横田 会場 入場料 公演種目 関連団体等 備考

主催公演等 ア.市民への鑑賞の機会の提供

しまじろうコYサート 1回 4月25日(二日 市大民ホー会ル館 1，960円 ミ;;z.--:;;j})レ 醐アイエヌジー 市事民業会館

千住真理子ずァイオpン.yサイタJレ 1回 5}l9日(土)
ドリ F ムシフプ

高校大生人以2下.0005円00円 クラシシク 開Yャパン・アーツ揮のホール

レ・フLr-)vQuatre in SHIMONOSEKI 1回 6月7日{日} 市大民ホー会ル瞳 5，000円 クラシック 側キヨードー西日本 市事民会業館

森山良子アコースティックコンサート 1回 7月2s(木} 多ア目プ的エホーールル 5，000円 ポピュラー 伺オフセンター

#並児童合唱団下関公演 1回 8月日目〈火)
市民会館

1，000円 合唱とミュージカル杉下並関児少童年少合唱女団合唱障 市民事会業館
大ホール

優第秀15映田画市鑑民会賞推鶴進名事画劇業場 6回 9月
市民会館

1s券 500円 映画 東フイ常Jレ国ム立セ近ン代ター員荷館 市事民会業館
大ホール

おもしろオベラ塾
市民会館

1，000円 オペラ 藤図卓也 市事民会業曲1回 10月
中ホール

岩崎宏美コンサート 1回 11月 揮トヲの】ホムシー7ル7' 未定 ポピュラー 開夢番地

新措眠戸喫茶ともしび i回 1月
ト.~】ムνタフ・

未定 市民参加型 闘ともしび梅田ホール

第2回下関おもしろ狂言塾 1回 3月 揖ドリのームホシーッフル・ 未定 缶統芸能 野高村在官万揖九町州会支部

誘致事業 通年

主催公演等 イ.青少年の育成のための事業

学校公演 程15回度 通年 ，j、・中学唖 一部負担あり 昔車・演劇等 下関音書人の会等

揖元才平曲記念第四回フアミ9ーコンサー l回 3}l 
ド9ームシフフ・

未定 音車 (一財}下田市民会曲協力会
ト 揮のホール

主催公演等 ワーより多くの人々に文化芸術に触れる機会を提供するための地域公演

地塙公演
9回

通年 地墳各所 無料 音車等
程度

コンサートi"句ンティホー《 3回 7月・12月・3}l 市役所ロピー 無料 音楽等 下関市

にぎわいの創出事量 3回 通年 未定 音車等

体験活動 等

体験学習事業 通年 無料 体験学習

みんなのオン・ステージ2015 2回 12月 揮ト.，のームホYー，7ル・ 参加料 500円 体験学習 下関音楽教育明究会

レッツプレイスタインウェイ 通年
ドリームシッ7'

未定 体験学習
揮のホール

パックステージツアー 通年 梅トリ田ムホノータプル 未定 体験学習

特別文化交流事業

朝鮮通信使行列再現 l回 8月22日(土)
馬閉まつり

行列再現 市民会館
会場

岡下笹関市山文化財団
事業

市民会詰
市民事会業館日韓文化主流公演ふれあいステージ 1回 8月23日(目、

大ホール
話料 費税公揖
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事業名 植物名
公揖

公横目 会場 入場料 公揖種目 関連団体等 備考回数

生涯学習の機会の提供

夏体み小学生パソヨン瞳室 3回 8月 ハツコノル戸ム 材料費 200円 生涯学習 東翠大学

冬休み小学生パYコン教室 1回 12，.月 ハ?ソコンかーム 材料費 200円 生霊学習 東軍大学

竹細工教室 1回 12月 工作工芸室 未定 生在学習

野菜をたっぷり憤った容の献立 1回 3月 料理教室 未定 生産学官

瞳葺体揖・足操術 I 3回 6月
レクレーノョン室 受講(全料3回1，分50)0円 生涯学官1 

クレヨン画教室 1回 8月 多目的ホール 畳材講料料費 1，000円
400円 生在学官

色えんびつ血りえ教室 1回 10月 学①習・@室 受講科 900円 生涯学習

クリスマスリース教室 1閏 12月 学習室① 材量料購費判 500円
1，000円 生涯学習

手編みの講習会 2回 1月 学習室① 受講料 1.200円 生涯学習

幼児向けPトミック 6回 6Jl'7月 大槙習室 受講f全料3回L分50}0円 生涯学習
日月・12月

子供お菓子教室{夏休み・冬休み) 2回 7月・12月 料理教室 畳講料 1.300円 生涯学官

在のお菓子教室{クPスマス・パレンタイノ) 2回 12月 2月 料理教室 材畳料講費料 500円
1，000円 生涯学習

ピラティス体操教室 1回 2月・3月
レクレー河ン室

受講料 1.000円 生程学習
l 

行事の料理教室 1回 未定 料理教室
受講料 500円

生涯学習
材料費 800円

円一ムシップ捺り 1回 10月 全館 需料 生涯学習

施設貸与事業(共催)

下第3回7少回年スプ少リ女ン合グ唱チ隊ャPティーコンサート 1回 4月四日{土) 市大民ホー会ル館 1，000円 ミュー合ジ唱カル 下関少年少女合唱障 市事民会業瞳

平課題成2幽7年措度官N会HK全国学校音串コンクール 1回 5月10日(日) 市大民ホー会ル館 未定 合唱講習会 下IMI&~~少女合唱障 市事民会業館

下関市民オーケストラ定期画審会 1¥ 回 5月17日(日}
市民会館 一学般生 I5，50000円円 オーケストラ 下関市民オ』ケストラ 市事民会業館
大ホール

The 9th Music Revolution下聞大会 1回 7月5日{日}
市民会館

500円 軽音楽コンクール しものせきライブプロYェクト 市事民業会苗
中ホ-)レ

第ポピ四z回ラフーレピツアノノュコサンタサンーズト 1回 7 JJ 20日(月・祝〕 市中民ホー会ル館 無料 ピアノコンクール 下回音車教育研究会 市事民業会館

下関ウインドアンサンブル定期揖奏会 1回 8月8日(土) 市大民ホー会ル鯖 999円 吹審楽 下関ウインドアンサンヴル 市民事業会館

下関市民ミュージカル町会定期公演 4回 8月予定 市大民ホー会ル館 未定 ミュージカJレ 下関市民ミュージカルの会 市民事会業館

憧かしの股声喫茶第60回日間 2回 6/I65bAk) ) 市民会苗
800円 合唱 ボ下ラ関ン市テ文ィ化ア振の会興財団 市事民会業館

9/1 大ホール
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平成27年度下関市立近代先人顕彰館事業実施計画表

事業名 催事名 回数 会期 会場

博物館等の展示

展示「春季所蔵品展J 3月 31 日 ~6月 28 日 ふるさと文学館

展示「夏季所蔵品展J 6月 30 日 ~9月 27 日 ふるさと文学館

展示f秋季所蔵品展」 9月 29 日 ~12月 27 日 ふるさと文学館

展示「冬季所蔵品展J 1月 5 日 ~4月 3 日 ふるさと文学館

展示「春季所蔵品展」 2月 24 日 ~5月 31 日 問中絹代記念館

展示「夏季所蔵品展J 6月 2 日 ~8月初日 問中絹代記念館

展示「秋季所蔵品展』 9月 1 日 ~11月 23 日 問中絹代記念館

展示f冬季所蔵品展J 11月 25 日 ~2月 21 日 問中絹代記念館

企画展示「田中絹代と映画監督⑤熊井啓J 11月 25 日 ~2月 21 日 田中絹代記念館

ふるさと文化事業

田中絹代賞を受賞Lた女優回出演作品等のDVD上映会 12回 毎月l回 ミニホーノレ

蓄音機で聴く昭和流行歌の歴史 12回 毎月1回 ミェホーノレ

田中絹代ぶんか館勉強会 4回 4月・6月・10月・12月 ミニホーノレ

夏休み特別講座 4回 7月・8月 ミニホーノレ

下関市文化協会生活文化部会展 l回 9月 ミニホール

田中絹代生誕記念 DVD上映会 1回 11月 ミエホーノレ

顕彰館開館記念公演 1回 2月 ミエホーノレ
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科目

ドl経常増按の部

(1)経常収益

「一一言荷重蓬用益
| 基本財産運用益

! 畳取会費

l 会費収益

事業阻韮

入場料収益

雑入

経常収益計

(2)経常費用

報酬

結軒

手当

ill時給付費用

法定福利費

賞金

報慣費

旅漬空通費

摘耗品費

融調費

宜糧費

印制製本費

光熱水料費

l 修繕費

| 通信運搬費

1 広告料

i 手数料

! 保険料

L一一一三笠笠一一
使用料及び貫借料

原材料費

負担金

公演料

助成金

公課費

経常費用計

S事価損益等萌盛岡

! 評価損益等計

当期経常増減額

2経常外増減畑師

[1)経常外収益

経常外収益計

(2)経常外費用

経常件費用計

当期経常外増減額

l 他会計振替額

! 当期般正時財産増減額

l 一般正味財産期首残高

l 一般正酷財産期末残高

In指定正味財産増減の部

lm正味財産期末残高

地犠の
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事業
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平成27年度公益財団法人下関市文化振興財団一般会計収支予算書
(自平成27年4月1日~至平成28年3月31日)
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平成27年度公益財団法人下関市文化振興財団特別会計収支予算書

(自平成27年4月1日~至平成28年3月31日)

収益の部 (単位:千円)

大|中 小科目 本年度予算額 前年度予算額 比較増ム減

事業収益 24，353 19，608 4，745 

|文化事業収益 24，353 19，608 4，745 

入場料収益 24，353 19，608 4，745 

補助金収益 11，000 10，000 1，000 

|補助金収益 11，000 10，000 1，000 

補助金収益 11，000 10，000 1，000 

受託料収益 6，500 7，000 ム500

1蚕託料収益 6，500 7，000 ム500

受託料収益 6，500 7，000 ム500

雑収益 2，300 1，310 990 

l~fM支益 2，300 1，310 990 

受取利息 3 10 ム 7

雑入 2，297 1，300 997 

会費収益 1，000 1，450 ム450

|会費収益 1，000 1，450 /'， 450 

会費収益 1，000 1，450 ム450

繰越金 。 1，501 ム 1，501

|繰越金 。 1，501 ム 1，501

繰越金 。 1，501 ム 1，501
収益合計 45，153 40，869 4，284 

支出の部

犬|中 小科目 本年度予算額 前年度予算額 比較増ム減

事業費 45，153 40，869 4，284 

|文化事業費 45，153 40，869 4，284 

賃金 1，031 999 32 

報酬 165 200 ム 35

報償費 1，321 1，125 196 

旅費交通費 2，717 1，911 806 

消耗品費 561 617 /'， 56 

燃料費 20 10 10 

食糧費 2，733 3，014 ム281

印刷製本費 2，556 4，084 /'， 1，528 

通信運搬費 958 1，204 ム246

広告料 3，498 4，007 ム509

手数料 3，691 2，554 1，137 

保険料 10 。 10 

委託料 。 140 ム 140

使用料及び賃借料 3，233 2，918 315 

負担金 20 4 16 

公演料 22，315 18，065 4，250 I 
助成金 300 。
公課費 24 17 7 I 

支出合計 45，153 40，869 4，284 I 

-44-


